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★あなたも市報しぶしのタイトルを書いてみませんか？書いてみたい方は市役所総務課秘書広報係までお問い合わせください。

今月の「題字」
　小学校
　　　　　6 年　美穂さん

　　　　　5 年　太
た い ち

地さん

　今月の題字は、『やすらぎと…』が
小学校 5 年の太地さん、『しぶし』が
同 6 年の美穂さんが書いてくれまし
た。美穂さんは、小学校１年の秋から
習字を習い始めたそうです。好きな教
科は国語と音楽。４年生のときに始め
たバレーボールは、練習は疲れるけど、
とても楽しいとのこと。将来の夢は看
護士だそうです。
　太地さんは、保育園の時に習字を習
い始めました。今回の題字も習字の先
生をしているお母さんのアドバイスの
もと書いたそうで、納得の出来。今は
サッカーに夢中で、将来は日本代表に
選ばれるようなプロサッカー選手にな
りたいと話してくれました。

今月の読者プレゼント

NO.78

　　
　特集

　今、エネルギーと
　環境を考える。
　    2012 年の夏、厳しい電力需給が予想されています。

　    みなさんの暮らしの中で、環境のために、未来のた

　    めに出来ることを、考えてみませんか？
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　今月の読者プレゼントは、志
布志市衛生自治会の

「ひまわり油とひま
わり石けん」です。
　詳しくは 27 ペー
ジをご覧ください！
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生活習慣病の早期発見・ 早期治療で、生き活きライフ 

目 指 そう特 定 健 診 受 診 率 日 本 一 
志みんな健診で安心プロジェクト 

市の番組放送「しぶし志エフエム」は、毎月第２・４水曜日の午後１時と午後６時から次のＦＭ局で
放送しています（行政告知端末は５ｃｈ）。



６月は環境月間です
　国は、「国民の環境の保全についての関心と理解を深めるととも
に、積極的に環境の保全に関する活動を行う意欲を高める」との目
的で、６月を環境月間と位置づけています。今月は、環境問題につ
いて考えてみましょう。

◆エネルギー消費が増えています

　右のグラフは、日本のエネルギー消

費の年度別の変化を表したものです。

　増加が大きいのは、家庭やオフィス

などの民生部門と運輸部門です。これ

には、私たちの生活様式の変化が大き

な影響を与えています。

＜一般財団法人 省エネルギーセンター

「家庭の省エネ大事典」より＞

地球温暖化が深刻化しています。
生活様式の見直し、日頃から省エネを。

◆電気製品や自家用車が増え、大量のエネルギーを消費

　エアコン・テレビなど電気製品の保有台数が増えています。また、全国的には鉄道・バスなどよりもエネルギー
消費の大きい自家用車の利用も増えています。電気製品や自家用車は便利な反面、その増加はエネルギーを大量
に消費し、地球温暖化などの環境破壊にもつながっています。

◆地球温暖化を進めているのは主に CO2 です

　エネルギーの大半は石油や石炭などの化石燃料を燃焼させることによって得られますが、これに伴って大気中
に CO2 が排出されます。エネルギーの大量消費でこの CO2 濃度が上昇し、地球が宇宙に放出するはずの熱が大
気中に封じ込められる温室効果が進み、地球が温暖化しています。
＜一般財団法人 省エネルギーセンター「家庭の省エネ大事典」より＞

◆私たちの生活に重大な影響を及ぼす可能性があります

　このまま温暖化が進むと、大雨が増加したり、熱帯性の伝染病が広がるなど、環境に重大な悪影響を及ぼす心
配があります。

◆一人ひとりの取り組みで、大きな効果

　深刻な地球温暖化にストップをかけるためには、一人ひとりが環境意識を持ち、省エネを実行することが大切
です。一人では省エネ効果が少ないように思えますが、全体で取り組めば、大きな成果が得られます

節電は、節約につながる

　節電は、節約につながります。一般財団法人 省エネルギーセンター「家庭の省エネ大事典」より
抜粋して紹介します。金額は 1 年間の節約金額です。
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温室効果ガスが適量だと… 温室効果ガスが増えると…

温室効果
ガス

太陽光 熱は宇宙に 太陽光

熱は大気中に

温室効果
ガス

co2、フロン、
メタン等

◆夏の冷房時の室温は 28℃を目安
　に　→　約 670 円 の節約

　 外 気 温 31 ℃ の 時、 エ ア コ ン
（2.2KW）の冷房設定温度を 27℃

から 28℃にした場合（使用時間：
9 時間 / 日）

◆冷房は必要な時だけ使う
　→　約 410 円 の節約

　冷房を 1 日 1 時間短縮した場合
（設定温度：28℃）

◆フィルターを月に 1 回か 2 回掃
　除　→　約 700 円 の節約

　フィルターが目詰まりしている
エアコン（2.2KW）とフィルター
を掃除した場合の比較

◆電球形蛍光ランプに取り換える
　→　約 1,850 円 の節約

　54W の白熱電球から 12W の電
球形蛍光ランプに交換した場合

◆テレビ ( 液晶 ) を見ない時は消
　す　→　約 370 円の節約

　1 日 1 時間テレビ（32V 型）を
見る時間を減らした場合

◆冷蔵庫はものを詰めすぎない　
　→　約 960 円 の節約。

　詰め込んだ場合と半分にした場
合との比較

◆電気ポットは長時間使用しない
　時はプラグを抜く　
　→　約 2,360　円 の節約
　ポットに満タンの水 2.2L を入れ
て沸騰させ、1.2L を使用後、6 時
間保温状態にした場合と、プラグ
を抜き保温しないで再沸騰させて
使用した場合の比較

◆ お 風 呂 は 続 け て は い る（2 時
間放置により 4.5℃低下したお湯

（200L） を 追 い 焚 き す る 場 合（1
回 / 日）　→　約 5,270 円 の節約

　2 時間放置により 4.5℃低下した
湯（200L）を追い焚きする場合（1
回 / 日）

◆洗濯物はまとめ洗いを　
　→　電気料 130 円の節約。水道
　料 3,820 円の節約。合計約 3,950
　円節約
　
　 定 格 容 量（ 洗 濯・ 脱 水 容 量：
6kg）の 4 割を入れて洗う場合と、
8 割を入れて洗う場合との比較



志布志のごみ

　右記グラフのとおり、平成 23 年度のごみの
量の結果が出ました。
　ごみ全体の量は前年度に比較して 344 トン増
えたものの、一般ごみ（清掃センターに直接埋
め立てるごみ）の量は 31 トン減少しています。
　平成 16 年度から生ごみを分別収集し、平成
17 年度以降は埋立ごみを平成 10 年度に比べて
8 割減少することが出来ています。そして資源
化率は、市としては 6 年連続で全国第 1 位となっ
ています。

混ぜればごみ、分ければ資源

　昨年度のごみの分別益金は 1,457 万円でした。ごみは分けるとお金になり「資源」
となって社会の中を循環していきます。
　しかし、混ぜれば埋立処分され、次の世代に大きなツケを回すことになります。
　埋立処分される一般ごみを見てみると、まだまだ資源になるものや、分別不十
分な物がたくさんあります。今後も資源になるものは可能な限り資源として回収
し、埋立ごみを減らしていきたいと考えています。そのためには市民皆様の協力
があってこそです。今後とも廃棄物施策についてご協力をよろしくお願いします。

九州電力から今夏における節電へのご協力のお願い

　現在、原子力発電所の停止に伴い、電力供給力確保のため最大限の努力を行っておりますが、今
夏は、昨年より皆さまにご協力いただきました節電の効果を見込んだとしても、電力需給はきわめ
て厳しい状況となることが予想されます。このため、お客さまには大変なご不便とご迷惑をお掛け
しますが、今夏におきましても、節電へのご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

◆７月２日（月）から９月７日（金）の平日（８月 13 日から 15 日を除く）の９時から 20 時について、「昨夏並
　みまたはそれ以上」の可能な範囲での節電をお願いいたします。
◆このうち 13 時から 17 時（ピーク時間帯）については、「昨夏からさらに３％程度以上（昨夏の節電実績７％程
　度を含めると、一昨年からは１0％程度以上）」の節電にご協力をお願いいたします。
◆また、上記期間・時間帯以外につきましても、お客さまの生活に支障のない範囲での節電に、引き続きご協力を
　お願いいたします。

節電へのご協力のお願い内容

「緊急時の節電ご協力お願いメール」登録のお願い

　節電にご協力いただける方に予めご登録いただき、電力の需給状況が大変厳しい場合、携帯電話に「緊急時の節
電ご協力お願いメール」を配信します。是非ご登録いただき、今夏の節電に、より一層のご協力をお願いいたします。

分別が不十分なごみ

志
布
志
市
の
水
資
源
を
守
る
た
め
に
寄
贈

　

志
布
志
市
の
水
道
水
源
は
、
山
等
か
ら
湧
き
出
る
「
湧
水
」

と
、
井
戸
を
掘
っ
て
く
み
上
げ
る
「
地
下
水
」
を
利
用
し
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
市
内
に
流
れ
る
前
川
、
安
楽
川
、

菱
田
川
、
田
原
川
の
４
つ
の
河
川
は
産
業
に
欠
か
せ
な
い
水

源
で
あ
り
希
少
な
動
植
物
の
存
在
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
水
源
を
守
る
た
め
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

等
を
実
施
す
る
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
水
源
を
守
る
市
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、
同
じ

く
25
年
以
上
前
か
ら
身
体
に
良
い
水
、
自
然
を
甦
ら
せ
る
水

の
研
究
を
行
っ
て
い
る
赤
塚
グ
ル
ー
プ
の
赤
塚
耕
一
社
長
が

共
感
さ
れ
、
市
に
１
０
０
万
円
の
寄
附
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
浄
財
を
元
に
、
水
資
源
を
守
り
育
て
る
た

め
の
様
々
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　　　

　㈱ふじやま学校で、赤塚社長（写真左）と世界の水

環境の状況や今後の市の水資源の取り組みについて意

見交換を行いました。

　今後、市では植林を行ったり海洋にも目を向ける等、

各機関と連携して水資源の保護を行っていく計画です。
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志布志市のごみ（年度別推移）

　メール配信には、携帯電話メールアドレスの登録が必要です。

◆携帯電話版ホームページ　http://kyuden.jp/

◆パソコン版ホームページ http://www.kyuden.co.jp/

← 登録画面へ直接アクセス！
２次元コード読み取り機能を搭載
している携帯電話でご利用いただ
けます。

登録時の注意事項
※登録前に “kyuden.co.jp” ドメインからのメールが受信できるよう、携帯　電話の「指定受信」や「受信拒否」「シークレットコー
　ド（docomo の場合）」の設定変更をお済ませください。
※本メール配信のご利用にあたり、登録料・情報料は発生しませんが、別途、携帯電話会社への通信料がかかります。
※パソコンおよび企業専用ドメインを使用されている携帯電話へのメール配信は行っておりません。

水資源に対する取り組み

◆ハンゲショウ観察会

　地元愛好家により開催される、減少傾向にあるといわれている希少植物の自然観察会などが、市民の「種内（遺伝子）
の多様性」の保全に対する意識の啓発につながっています。　
　今回は、志布志町屋敷地域に自生している「ハンゲショウ」（半夏生・半化粧）につ
いて学習するものです。
　ハンゲショウの自生地は減少傾向にありますが、土地所有者などの関係者の理解をい
ただき、その保護が図られ、今回観察会を実施する自生地ではハンゲショウの花を楽し

むことができます。

●日時：6 月 30 日（土）　午前 9 時　　　　●集合場所：宝満寺公園
　なお、観察地は足下が悪くなっていますので、参加を希望される方は長靴を着用してください。また、観察会終了後、近
くの武家屋敷などを巡る歴史散策が志布志観光ガイドにより開催されます。志布志の豊かな自然や歴史を満喫してください。

環境政策室からのお知らせ

ハンゲショウ

◆環境写真展「志布志にはびこる外来毒グモ」

　近年問題となっている外来毒グモ。市内で撮影した写真と年度別の発生状況等のグラフなどを展示します。

●日時：6 月 22 日（金）～  6 月 28 日（木）　10：00 から 17：00 まで　●場所：サンポート志布志アピア １Ｆ

「ものを大切に、人を大切に」　その意識が志布志ブランド

　私たちは、使っていらなくなった物は、きれいに洗ってごみに出します。袋には名前を書いて、出したごみに責任を
持ちます。混ぜればごみ、分ければ資源です。 家庭からの分別ごみ出しはもとより、マイロードクリーン大作戦をはじ
めとする市民が参画した共生協働により、埋立ごみの減少、リサイクル率の
高位維持という一連の結果につながっています。それがまさしく「志布志ブ
ランド」の根底にあります。これらの共生協働の取り組みを、今夏予測され
る電力不足に向けた節電等への取り組みに生かしていただくことで、「志布志
ブランド」の成熟につながっていくと考えます。
　今夏は特に節電への取り組みなど、市民皆様の一人ひとりの取り組みに期
待しています。どうぞよろしくお願いします。

①分ければ資源、混ぜればごみ　②最終処分場の問題、焼却炉の
耐用年数　③地球温暖化　④水保全の重要性　⑤安心安全を追求
する農畜水産物　⑥市民の環境に対する取り組みの必要性
H23 環境学習会 56 件 1,391 人 1 学習会当たり 5,000 円の補助あり

■問い合わせ先　 市民環境課 環境政策室　 ℡ 474-1111（内線 131,132）
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地
域
消
防
へ
の
尽
力
に
瑞
宝
双
光
章

　

永
年
に
わ
た
り
、
地
域
消
防
団
の
発
展

に
尽
力
さ
れ
た
入
口
順
市
さ
ん
に
瑞
宝
双

光
章
が
贈
ら
れ
、
５
月
16
日
、
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
口
さ
ん
は
、
昭
和
45
年
に
志
布
志
町

消
防
団
に
入
団
以
来
、
志
布
志
市
消
防
団

長
、
鹿
児
島
県
消
防
協
会
理
事
な
ど
を
歴

任
し
、
40
年
の
永
き
に
わ
た
り
消
防
団
活

動
の
推
進
や
団
員
の
育
成
な
ど
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
、
今
ま
で
知
事
表
彰
な
ど
多
く

の
表
彰
を
受
章
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

伝
達
式
で
入
口
さ
ん
は
、
そ
の
功
績
を

振
り
返
り
、「
永
く
消
防
団
を
務
め
て
き

た
が
、
周
り
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
。
団

員
の
勤
務
先
な
ど
に
消
防
団
活
動
に
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
も
っ
と
活
発
に
な

る
の
で
は
」
と
話
し
ま
し
た
。

瑞宝双光章を受章した入口さん

子
ど
も
会
育
成
に
多
大
な
貢
献
！

　

永
年
の
子
ど
も
会
育
成
の
推
進
と
、
青

少
年
健
全
育
成
の
推
進
に
尽
力
し
て
い
る

こ
と
が
評
価
さ
れ
、
有
明
町
在
住
の
大
口

章
さ
ん
が
県
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

大
口
さ
ん
は
、
平
成
５
年
４
月
に
高
下

谷
子
ど
も
会
指
導
者
に
な
っ
て
以
来
、
約

19
年
間
子
ど
も
会
活
動
に
携
わ
り
、
青
少

年
の
健
全
育
成
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
同
活
動
の
１
つ
と
し
て
平
成
13
年
度
か

ら
毎
年
ホ
タ
ル
の
人
工
飼
育
活
動
や
川
、

池
周
辺
の
清
掃
を
実
施
、
地
域
の
自
然
を

生
か
す
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
度
か
ら
は
、
初
代
志

布
志
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
会
長

と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

表彰を受けた大口章さん

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場

　

５
月
20
日
、
鹿
児
島
県
立
鴨
池
陸
上
競

技
場
な
ど
で
第
６
回
鹿
児
島
県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
予
選
を
兼
ね
、
陸
上
・
水
泳
・
卓
球
・

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
な
ど
の
競
技
が
障

害
区
分
ご
と
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
も
、 

普
段
利
用
し
て
い
る
施

設
の
代
表
と
し
て
の
参
加
や
、
個
人
参
加

な
ど
、
多
く
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小
雨
の
降
る
中
で
の
競
技
で

し
た
が
、
そ
れ
を
も
の
と
も
し
な
い
ガ
ッ

ツ
あ
ふ
れ
る
プ
レ
イ
で
、
場
内
か
ら
は
大

き
な
拍
手
と
歓
声
が
沸
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
の
全
国
大
会
は
10
月
に
岐

阜
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

「男子100ｍ走」 力走する春田直美選手（中央）

迅
速
な
判
断
で
表
彰

　

5
月
11
日
、
志
布
志
消
防
署
で
、
松
山

町
で
発
生
し
た
火
災
の
初
期
消
火
に
当
た

っ
た
中
村
正
公
さ
ん
と
野
村
英
智
さ
ん
が

功
労
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
２
人
は
勤
務
中
に
火
災
を

発
見
、
迅
速
な
判
断
で
近
く
に
あ
っ
た
水

道
ホ
ー
ス
を
使
い
消
火
に
当
た
り
な
が
ら

１
１
９
番
通
報
し
、
最
小
限
の
被
害
に
食

い
止
め
ま
し
た
。

　

２
人
は
「
会
社
で
の
防
災
訓
練
が
役
に

た
っ
た
。
地
域
の
方
の
協
力
で
普
段
の
仕

事
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
、
恩
返
し
が

で
き
て
良
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

志
布
志
消
防
署
の
徳
田
幸
三
署
長
は

「
２
人
の
冷
静
な
判
断
、
迅
速
な
行
動
に

よ
り
大
き
な
火
災
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

た
」
と
感
謝
の
意
を
伝
え
ま
し
た
。

表彰を受けた中村さんと野村さん（右から）
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春
の
陣
ま
つ
り
開
催
！

　

５
月
３
日
～
５
日
の
３
日
間
、
道
の
駅
や

っ
ち
く
ふ
る
さ
と
村
で
志
布
志
市
や
っ
ち
く

ふ
る
さ
と
村
春
の
陣
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、

会
場
で
は
地
元
の
特
産
物
な
ど
の
販
売
や
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
し
た
同
道
の
駅
駅
長
の
渡
邊
春
一

さ
ん
は
「
連
休
を
利
用
し
て
帰
省
し
た
人

た
ち
に
買
い
物
を
し
て
も
ら
い
、
志
布
志

の
活
性
化
に
繋
が
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

特
に
人
気
だ
っ
た
の
が
地
元
で
採
れ
た

メ
ロ
ン
で
、
３
日
間
の
内
に
１
１
０
箱
ほ

ど
販
売
し
、
市
内
外
か
ら
電
話
で
の
注
文

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
３
日
間
で
約

１
万
８
０
０
０
人
の
来
場
者
が
あ
り
、
ま

つ
り
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た

多くの人で賑わいました

今
年
最
初
の
産
卵
確
認
！

　

5
月
12
日
早
朝
、
通
山
押
切
海
岸
で
今

年
最
初
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
産
卵
の
跡
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
然
保
護
推
進
員
の
宮
原
孝
雄
さ
ん
が

同
海
岸
で
ウ
ミ
ガ
メ
が
上
陸
し
た
跡
を
発

見
、
通
山
小
学
校
の
亀
ん
子
ク
ラ
ブ
に
連

絡
し
、１
０
３
個
の
卵
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
す
で
に
割
れ
て
し
ま
っ
て
い
た

３
個
を
除
く
１
０
０
個
を
同
小
学
校
に
あ

る
ウ
ミ
ガ
メ
ふ
化
場
に
移
設
、
経
過
を
見

守
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
５
月
18
日
に
も

新
た
な
産
卵
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
原
さ
ん
は
「
ウ
ミ
ガ
メ
の
繁
殖
で
き

る
自
然
を
守
る
た
め
、
繁
殖
期
に
は
砂
浜

へ
の
車
の
乗
り
入
れ
を
控
え
て
い
た
だ
け

れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

ウミガメの保護活動をする亀ん子クラブのみなさん

交
通
安
全
教
室
を
実
施
し
ま
し
た

　

５
月
28
日
、
通
山
保
育
園
と
伊
﨑
田
保

育
園
で
、
鹿
児
島
県
警
察
本
部
か
ら
交
通

安
全
教
育
車
「
ひ
ま
わ
り
号
」
に
よ
る
交

通
安
全
教
室
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
の
中
の
警
察
官
の
講
話
で
、
交
通

ル
ー
ル
を
学
ん
だ
り
、
横
断
歩
道
の
正
し

い
渡
り
方
を
実
際
に
体
験
し
な
が
ら
、
安

全
に
対
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
園
児
は
、
警
察
官
の
方
の
質

問
に
積
極
的
に
答
え
た
り
、
横
断
歩
道
を

し
っ
か
り
と
元
気
よ
く
手
を
挙
げ
て
左
右

確
認
を
し
て
渡
る
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら

講
習
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
週
間
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
常
に
安
全
運
転

を
心
が
け
、
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

元気いっぱい、交通ルールを守ります。

環
境
に
や
さ
し
い
プ
ー
ル
清
掃

　

５
月
８
日
、香
月
小
学
校
の
プ
ー
ル
に
、

志
布
志
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
乳
酸
菌
の

投
入
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
乳
酸
菌
は
、
清
掃
前
の
プ
ー
ル
の

汚
泥
に
よ
る
悪
臭
、
底
に
溜
ま
っ
た
ヘ
ド

ロ
や
ヌ
メ
リ
を
減
ら
す
効
果
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
て
、
同
会
長
の
坂
元
新
人
さ
ん
は

「
掃
除
に
か
か
る
時
間
な
ど
の
大
幅
な
短

縮
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
効
果
を
見

届
け
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。
作
業
に
は
、

香
月
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
そ
の
保
護

者
も
参
加
し
、「
１
か
月
後
の
掃
除
が
楽

し
み
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

志
布
志
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
地
域

に
密
着
し
た
環
境
美
化
、
青
少
年
健
全
育

成
な
ど
様
々
な
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

参加したスポーツ少年団のみなさん
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かごしま暮らし交流セミナー

　５月 13 日（日）、関東在住の鹿
児島県に就職や定住を希望する方に
対するセミナーが、東京国際フォー
ラムで開催されました。
　会場には、40 名以上の参加があ
り、志布志町安楽在住の栗原直子さ
ん（㈲ライクマム代表）が自身の体
験談を基に講演されました。
　また、参加した各自治体の職員が
それぞれの町の PR を行い、個別相
談に応じるなど、会場は大変盛況な
ものとなりました。

講演する栗原さん

N
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は
も
祭
り
開
催
！

　

5
月
13
日
、
志
布
志
漁
協
で
、
は
も
祭

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
昨
年
、
昨
年

と
口
蹄
疫
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
開

催
が
見
送
ら
れ
た
同
祭
り
は
、
3
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
開
会
前
か
ら
志
布
志
湾
が

誇
る
新
鮮
な
海
の
幸
、
地
元
産
の
野
菜
な

ど
を
求
め
る
人
や
、
無
料
で
振
舞
わ
れ
た

は
も
を
使
っ
た
さ
つ
ま
揚
げ
な
ど
に
長
蛇

の
列
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
市
内
の
6
店
舗
が
は
も
を
使
っ

た
料
理
を
販
売
し
、
来
場
し
た
人
は
地
元

特
産
の
味
覚
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
セ
リ
体
験
や
漁
船
を
使

っ
た
志
布
志
湾
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
も
あ
り
、
祭
り
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

刺身の振る舞いもありました

ひまわりの種を植えました！

　５月 12 日、尾野見ふるさとづく
り委員会の主催により、ひまわりの
種植えが行われました。
　このひまわりの種植えは、毎年地
域興しの一環として行われているも
ので、今年は地域の方と小学生、そ
の保護者など 70 人以上の参加があ
り、種を植えていきました。
　昨年は台風などの影響で生育が芳
しくなかったということで、今年は
満開のひまわりの見学会などを計画
したいということです。

満開のひまわりを見るのが楽しみです！

新鮮な海の幸が販売されました

芋
の
苗
を
植
え
ま
し
た

　

５
月
21
日
、
知
的
障
害
者
作
業
所
「
し

ぶ
し
夢
し
ず
く
工
房
」
の
皆
さ
ん
が
、
焼

酎
の
材
料
と
な
る
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
の
植

え
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
工
房
の
皆
さ
ん
は
、
毎
年
若
潮
酒
造

株
式
会
社
の
協
力
で
、
材
料
か
ら
手
作
り

の
焼
酎
「
夢
し
ず
く
」
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
天
候
で
、
小
雨
が

降
る
中
、
早
朝
か
ら
集
ま
っ
た
利
用
者
と

職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
17
名
の
皆
さ

ん
は
、
慣
れ
た
手
つ
き
で
苗
を
植
え
て
い

き
ま
し
た
。
参
加
し
た
方
は
「
毎
年
こ
の

芋
植
え
を
し
て
焼
酎
を
作
る
こ
と
が
、
と

て
も
楽
し
み
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。　

　

時
期
は
未
定
で
す
が
、
若
潮
酒
造
の
売

店
等
で
販
売
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

秋の収穫がとても楽しみです。

Ｍ
Ｂ
Ｃ
女
子
ゴ
ル
フ
で
優
勝
！

　

４
月
24
日
、
鹿
児
島
市
で
開
催
さ
れ
た

Ｍ
Ｂ
Ｃ
レ
デ
ィ
ー
ス
大
会
で
志
布
志
中
学

校
2
年
の
中
西
絵
里
奈
さ
ん
が
優
勝
し
ま

し
た
。
同
大
会
に
は
約
１
５
０
人
の
女
性

ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
ァ
ー
が
参
加
。
そ
の

中
で
見
事
に
栄
冠
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
４
日
に
行
わ
れ
た
九
州
ジ
ュ

ニ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
鹿
児
島
選
考
会
の
12
歳

か
ら
14
歳
の
部
に
出
場
し
、
優
勝
。
九
州
ジ

ュ
ニ
ア
で
も
８
位
入
賞
し
、
全
日
本
ジ
ュ
ニ

ア
の
出
場
権
を
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

中
西
さ
ん
は
小
学
校
3
年
の
時
に
ゴ
ル

フ
を
始
め
た
そ
う
で
す
。将
来
の
夢
は「
世

界
に
通
用
す
る
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
に
な
る

こ
と
」
と
語
り
、
今
後
行
わ
れ
る
大
き
な

大
会
で
も「
優
勝
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今後の活躍が期待されます！

緑の少年団「緑の募金活動」

　４月 29 日、お釈迦まつり会場で、
潤ケ野小学校の緑の少年団が、「緑
の募金活動」行いました。　
　緑の少年団は、潤ケ野小学校の生
徒を中心とした、植樹祭や緑の募金
などの緑化運動が主な活動内容の団
体です。
　当日は、団員のうち 15 名が地球
温暖化を防ぐための取り組みの一環
としての募金活動に、大きな声を出
して呼びかけ、大勢の人から善意の
募金を集めていました。

募金ありがとうございました

安
全
を
祈
願
し
て
…

　

５
月
８
日
、
曽
於
地
区
森
林
組
合
新
貯

木
場
で
、
新
た
に
導
入
さ
れ
た
機
械
設
備

整
備
の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
に
国
の
補
助
を
受
け
、
総

事
業
費
約
１
億
６
千
万
円
で
整
備
さ
れ
た

機
械
、
設
備
は
、
木
材
の
安
定
供
給
、
生

産
コ
ス
ト
を
低
減
し
、
木
材
産
業
を
活
性

化
さ
せ
る
こ
と
や
、
様
々
な
木
材
の
需
要

増
に
伴
う
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

市
場
機
能
を
強
化
す
る
目
的
で
整
備
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
の
冒
頭
、
同
組
合
長
の
堂
園
司
さ
ん

は
「
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
に
よ
り
、

地
域
の
林
業
振
興
に
さ
ら
に
貢
献
し
た

い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

機
械
設
備
の
実
演
で
は
、
１
台
で
何
役

も
こ
な
す
新
し
い
機
械
に
、
出
席
し
た
関

係
者
は
驚
き
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

組合長のあいさつ

新設された選別機

子
ど
も
達
の
安
全
の
た
め
に

　

５
月
12
日
、
株
式
会
社
南
建
設
の
皆
さ

ん
が
、
通
山
小
学
校
の
施
設
の
補
修
工
事

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
い
ま
し
た
。

　

例
年
、
同
社
は
海
岸
清
掃
等
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
体
育
施
設
の
老
朽
化
に
小
学
校
の

保
護
者
が
困
惑
し
て
い
る
と
の
話
を
聞

き
、
補
修
工
事
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
請
け

負
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
南
建
設
の
従
業
員
を
は
じ
め
同

社
協
力
会
社
十
数
社
の
皆
さ
ん
も
参
加
し

て
、
体
育
施
設
の
錆
取
り
・
塗
装
工
事
や

花
壇
の
補
修
工
事
そ
し
て
草
刈
等
の
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

作
業
後
、
通
山
小
学
校
の
神
村
博
司
校

長
は
「
お
か
げ
さ
ま
で
本
当
に
綺
麗
に
な

り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
喜
ぶ
姿
が
目
に

浮
か
び
ま
す
。
児
童
の
体
力
作
り
や
教
育

環
境
の
向
上
に
繋
が
る
こ
と
と
思
い
ま
す
」

と
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
株
式
会
社
南
建
設
の

南
末
男
代
表
取
締
役
社
長
が
、「
子
供
た

ち
の
安
全
と
教
育
活
動
の
一
役
が
担
わ
れ

れ
ば
幸
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
子

供
た
ち
の
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

多くの方が参加、きれいになりました。
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N
e
w

s

ジュニアリーダー事例発表

　５月 12 日、大隅地域子ども会育
成指導者研修会及び安全教育研修会
が、市文化会館で開催され、多くの
指導者の前で、志布志高校３年の桑
原早希さんが、市ジュニアリーダー
クラブの事例発表を行いました。
　事例発表の後、他市の指導者から
の質問に対し、「日頃の活動が今日
の発表へも生かされている。ジュニ
アリーダーの活動を通して学んだこ
とを、大好きな志布志市の為に今後
還元していきたい」と話しました。

信頼の厚い、頼れるリーダーです

地域の安全のために

　５月 21 日、志布志市役所志布志
支所で志布志市交通安全母の会の総
会が行われました。　　
　会長の松元トヤさんをはじめ、出
席した約 70 人の会員の皆さんが、

「安全で明るい地域社会を作り上げ
るために交通安全運動を力強く推進
します」と宣言しました。
　総会後には、志布志警察署の協力
により、志布志町内でパレードを行
い、地域住民に交通安全の啓発を行
いました。

事故のない地域を目指して活動します

活動強化週間に委員ら奮闘

　５月12日から18日の７日間、「民
生委員・児童委員の日」活動強化週
間として、民生委員・児童委員の皆
さんが市内の通学路の危険箇所にお
いて、安全運動を実施しました。
　現在、志布志市では 94 人の民生
委員・児童委員がそれぞれの地域で
住民の社会福祉に関する相談に応じ
ながら必要な支援を行っています。
　また、児童委員には、児童福祉問
題を専門に担当する主任児童委員も
おり、地域で活躍しています。

通学中の児童を見守りました

　県知事の任期は４年で、今回の選挙は平成 24 年７月 27 日任期満了によるものです。
県知事選挙は、私たちにとって身近な選挙であり、これからの４年間、県の政治を任せ
る代表を決める大切な選挙です。自分たちの意見を政治に届ける手段となります。棄権
することなく一票を投じましょう。

■本市で投票できるのは次の人たちです。
◆日本国籍を有する人で、次の二つの要件です。
　⑴　平成４年７月９日までに出生した人
　⑵　平成 24 年３月 20 日以前から市内に住所がある人
※平成 24 年３月 21 日以降に他の市町村から転入された
　人は、前住所地の市町村で選挙人名簿に登録がされてい
　れば、前住所地で投票することができますので、前住所
　地の市町村選挙管理委員会までお問い合わせください。
■投票所入場券
　６月21日（木）までに郵送で各世帯に発送する予定です。
１枚のはがき（圧着式はがきのため、はがしてください。）
に、世帯別で最大４人分の入場券が印刷してあります。必
ず切り離して、投票所へお持ちください。
※入場券がない場合でも、選挙人名簿に登録されている人
　は投票することができますので、投票受付時にその旨を
　お申し出ください。
■期日前投票及び不在者投票
　投票日当日に仕事や所用で投票所に行けない人は、期日
前投票や不在者投票ができます。
＜期日前投票＞
　期日前投票所は、次のとおり志布志市内３ヶ所に設置さ
れています。
・期間　　６月 22 日（金）から７月７日（土）まで

・時間　　午前８時 30 分から午後８時まで
・場所　　志布志市役所松山支所老人福祉センター
　　　　　志布志市役所志布志支所１階会議室
　　　　　志布志市役所本庁隣農村環境改善センター
※今回も期日前投票は、市内全域３ヶ所の期日前投票所で
　投票を行うことができます。
＜不在者投票＞
　郵便等による不在者投票、指定病院等の不在者投票は、
選挙管理委員会までお問い合わせください。
＜当日投票＞
　午前７時から午後７時まで投票できます。
　ただし、志布志地区の四浦地域ふれあいセンターは、午
後６時までとなります。
■問い合わせ先　
　志布志市選挙管理委員会　　℡　474-1111（内線 352）

皆さん一人ひとりの 1 票が未来の鹿児島をつくります

「生かそう一票　わたしの鹿児島」
鹿児島県知事選挙は、７月８日（日）が投票日です。

※５月に行った５歳児歯科健診で、むし歯
　も処置歯もなかった子どもたちです。津曲彩

あ や の

乃ちゃん 西村俐
り さ き

咲ちゃん

長尾悠
ゆ う た

汰ちゃん 藤田陸
り く や

矢ちゃん松井千
ち な つ

夏ちゃん

志
布
志
消
防
署
ヘ
リ
ポ
ー
ト
運
用
開
始
式
が
あ
り
ま
し
た
！

　

５
月
25
日
、
志
布
志
消
防
署
で
ヘ
リ

ポ
ー
ト
の
運
用
開
始
式
が
行
わ
れ
、
鹿

児
島
県
防
災
航
空
セ
ン
タ
ー
の
消
防
防

災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
枕
崎
空
港
よ
り
出

動
、
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
祝
辞
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
等

が
行
わ
れ
、
防
災
ヘ
リ
の
公
開
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
署
と
し
て
は
、
県
内
で
初
め
て

ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
併
設
し
て
お
り
、
運
用

に
当
た
り
徳
田
幸
三
志
布
志
消
防
署
長

は
「
地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め

に
有
効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

「きらきら農園」でいっぱい
　　　　　　　採れるといいな

　５月 11 日、潤ケ野小学校の全児
童で、さつまいもの植え付け作業を、
きらきら農園で行ないました。
　ＰＴＡ会員の閏野直広さんと池田
勝良さんに植え付けまでの準備作業
を行い、地域の池田幸春さん、みや
子さん夫妻がさつまいもの苗の準備
をしました。
　児童たちは目を輝かせて作業をし
ていました。昨年以上の収穫を楽し
みにしています。

26人全員で作業しました

防災ヘリ内部の様子

到着するヘリコプター

2012.6 ■市報しぶし　12
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今月のテーマ図書
「おつけもの＆保存食」「家庭菜園」

今月のテーマ図書
「図書館員がすすめる本」

（小学生・中学生・高校生向け）

・本　館　　　毎週土曜日　午後２時～
・松山分館　　６月 16 日（土）午後２時　　　

・志布志分館　６月 16 日（土）午前 10 時 30 分
・香月分館　　６月 23 日（土）午前 10 時 30 分
・安楽分館　　７月 14 日（土）午前 10 時 30 分

休館日カレンダー（本館）
June　６月

日 月 火 水 木 金 土
12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

July　７月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

  図書館へ行こう！

一 冊 の 本 と の 出 会 い が あ な た の 人 生 を 変 え る！
図 書 館

情

報
■�休館日（本館及び各分館・移動
図書館車の全てが休みになり
ます）

○ かみふうせん（お話し会）14 時〜
○本館お話し会（読み聞かせ会）14 時～

○

○
○

○

○

新刊案内
■「十二単衣を着た悪魔」 　　　内館　牧子　著

　日雇い派遣の仕事で「源氏物
語展」の設営を終えた伊藤雷
は、突然「源氏物語」の世界に
トリップしてしまった。悪魔の
ような魅力を放つ弘微殿女御と
息子の一宮のパーソナル陰陽師
になり、平安の世に居場所をみ
つけた雷だったが…。

■「霖雨」 　　　　　　　　　　　葉室　麟　著
　長い雨が続いても、いつか
は上がる時がくる。権力の横
暴に耐え、清冽な生き方を貫
こうとする豊後日田の儒学者・
広瀬淡窓・久兵衛が、因難に
立ち向かう姿を描く歴史長編。
月刊文庫『文蔵』連載を加筆・
修正して書籍化。

■問い合わせ先　志布志市立図書館 　Tel 472-3322　URL=http://www.shibushicity-lib.jp

毎月２３日は「子どもといっしょに読書の日」
お は な し 会 へ 出 か け よ う ！

○

○

図書館をもっと身近に…　選書委員を募集します !
　志布志市立図書館では、多角的な観点から図書資料（本）の選書を行うため､ 次のとおり、図書選書
委員を市民の皆様から募集します。あなたのお薦めの本をご紹介ください。

・委員はボランティアとなり、任期はおおむね１年とし、再任することができます。
・推薦し収集された本のうち主なものに関して、書評 ( ２００字程度 ) を提出していただきます。
・推薦本は、年間を通じて一人 20 点以内、価格は原則として１冊３，０００円以内とします。 
・推薦本で、すでに図書館に所蔵されているものは除きます。

◆ 募集期間は、平成 24 年６月 15 日（金）～
　　　　　　　７月 31 日（火）までとします。
◆ 申込みは、応募用紙にご記入の上ご提出ください。
◆ 応募用紙は、図書館本館及び各分館の窓口にあります。
◆ 詳細は、志布志市立図書館までお問い合わせください。

ＴＥＬ：099-472-3322　　FAX：099-473-3033

2012.6 ■市報しぶし　14
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有
明
町
通
山
に
あ
る
囲
碁
教
室
で
講

師
を
し
て
い
る
安
留 

寧
さ
ん
は
、
中

国
の
瀋し

ん
よ
う陽
出
身
で
日
本
に
来
て
11
年
に

な
り
ま
す
。
10
歳
の
時
に
囲
碁
の
魅
力

に
出
会
い
、
中
国
で
開
催
さ
れ
た
囲
碁

の
全
国
大
会
子
ど
も
の
部
で
準
優
勝
す

る
ほ
ど
の
腕
前
に
な
り
、
講
師
と
し
て

中
国
で
も
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

　

幼
少
時
代
、「
す
ぐ
に
飽
き
て
し
ま

う
性
格
だ
っ
た
」
と
話
す
安
留
さ
ん
で

す
が
、
囲
碁
だ
け
は
ど
ん
ど
ん
の
め
り

込
ん
で
い
っ
た
そ
う
で
す
。
ほ
ぼ
毎
日

通
っ
た
囲
碁
教
室
で
め
き
め
き
実
力
を

つ
け
て
い
っ
た
安
留
さ
ん
は
、
大
き
な

大
会
で
次
々
と
優
勝
し
ま
す
。「
長
い

歴
史
の
中
で
、
数
え
き
れ
な
い
人
が
碁

を
打
っ
て
き
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
同

じ
棋
譜
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
囲
碁
は
い

つ
ま
で
も
ク
リ
ア
で
き
な
い
ゲ
ー
ム
の

よ
う
な
も
の
。
次
か
ら
次
へ
と
新
し
い

こ
と
を
学
び
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
だ
か
ら
飽
き
る
こ
と
な
く
続
け
ら

れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と
囲
碁
と
の

出
会
い
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

安
留
さ
ん
が
囲
碁
の
講
師
を
始
め
て

か
ら
常
に
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
、
た

だ
単
に
「
囲
碁
」
と
い
う
競
技
を
教
え

る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
競
技
を
通
じ

て
マ
ナ
ー
や
、
相
手
に
対
す
る
思
い
や

り
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と

だ
そ
う
で
す
。「
年
代
や
国
籍
を
越
え

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
競

技
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
ず
は
自
分
自
身
と

向
き
合
い
、
自
分
の
長
所
、
短
所
を
見

つ
め
直
す
こ
と
で
競
技
に
取
り
組
む
姿

勢
が
よ
り
真
剣
に
な
り
、
勝
負
す
る
相

手
に
礼
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
る
。
勝

ち
負
け
よ
り
も
大
事
な
こ
と
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
教
え
て
い
き
た
い
」
と
語

り
ま
し
た
。

　

市
の
生
涯
学
習
講
座
や
Ｍ
Ｂ
Ｃ
学
園

な
ど
で
も
講
師
を
務
め
る
安
留
さ
ん
。

自
身
も
鹿
児
島
市
で
開
催
さ
れ
た
篤
姫

杯
と
い
う
大
会
で
昨
年
に
続
き
優
勝
。

現
在
教
え
て
い
る
生
徒
達
も
大
き
な
大

会
に
出
場
す
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

　

安
留
さ
ん
の
将
来
の
夢
は
教
師
だ
っ

た
そ
う
で
、「
子
ど
も
達
に
碁
を
教
え

る
今
の
生
活
が
と
て
も
幸
せ
で
す
。
天

職
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

囲
碁
と
い
う
競
技
に
興
味
を
も
っ
て
く

れ
る
人
が
多
く
な
る
よ
う
に
、
そ
の
楽

し
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

安留　寧
に ん

　さん （３５歳）
・囲碁講師

『志』　～ 碁を通じて自分と真剣に向き合い、人生を豊かにする。
　　　　　　　　　　　　　　　　勝ち負けよりも大事なことを伝えたい ～

篤姫杯２連覇の報告

囲碁教室の様子

■問い合わせ先　
　企画政策課男女共同参画係　℡ 474-1111（内線 250・255）

男女がともに認め合い、
いきいきと輝くまちをつくろう

男女共同参画社会
の実現を目指して

Vol.76

～男女が共に輝くまちづくりのために　障害者施策推進協議会～
　障害者施策推進協議会は「『心』かよい合い若さあふれる元気なまち」

の実現のため活動しています。障害者に関する施策の計画的な推進につ
いて、調査や協議を行うための組織です。障害者団体や障害者施設の代
表者、専門医師など現在 12 名の委員を委嘱しています。委員の任期は２
年で、障害者に関する施策の推進に係る関係機関相互の連絡調整や障害
者のための総合的な福祉施策の在り方の検討、障害者に関する福祉計画
の策定作業などを行っています。

６月２３日（土）～２９日（金）の１週間は、「男女共同参画週間」です

女 性 支 援 相 談 室 開 催 日
【６月・７月の相談日】

６月 20 日（水）有明改善センター  午後 1：00 ～午後５：00
７月４日（水）志布志支所  午後 1：00 ～午後５：00

ＤＶ、デートＤＶ、で悩んでいませんか？
相談無料、秘密は守ります‼

17　市報しぶし■ 2012.6

ポジティブ・アクションに取り組んでいますか？

本年度の男女共同参画週間は、「男女共同参画による日本再生」を重点とします。

『あなたがいる　わたしがいる　未来がある』
東京都　海部　奏　さん

がキャッチフレーズです。

　女性が社会のあらゆる場面に参画し、その能力を発揮することがますます必要とされています。
　人口減少・高齢化が進む中で、東日本大震災からの復旧・復興、日本経済の再生等、様々な課題の解決。
　例えば、経済・ビジネスにおいて女性がもっと活躍すること、震災からの復旧・復興において女性が参
画し、その視点を加えること、ワーク・ライフ・バランスにより男女の働き方や生き方を変えることなど、
女性が日本再生の担い手として重要な役割を果たすことは、元気な日本を取り戻す鍵となります。

　ポジティブ・アクションとは、男女労働者の間に性別による固定的な役割分担
意識を解消するため、企業が行う自主的かつ積極的な取り組みのことです。ポジ
ティブ・アクションは、目先の男女間の差別を解消することだけではなく、ひと
りひとりがお互いを尊重し、高めあうことによって、企業の生産性や組織力を向
上させることが目的です。
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市内河川水の水質検査結果

水道よくある質問集　No.4

■雨の降り方に注意しましょう
　土砂災害発生の危険度が高まった時、県と気象台と共
同で土砂災害警戒情報を発表しています。
　この情報が発表されたときは、雨量情報などに注意し
て自主的な避難を心がけ、市役所からの避難勧告などが
あった場合は、速やかに避難してください。
　記録的な豪雨が降ったときは、これまで経験したこと
がないような土砂災害が起こる可能性があります。これ
らの情報には十分注意しましょう。さらに、雨が止んだ
後でも、土砂災害の発生するおそれがありますので注意
してください。
■土砂災害の前ぶれを知っておきましょう
　土石流に対しては、山鳴り、立ち木の裂ける音、石の
ぶつかりあう音が聞こえる、雨が降り続いているのに川
の水位が下がる、川の水が急に濁ったり、流木が混ざり
始める。
　地すべりに対しては、地面にひび割れができる、沢や
井戸の水が濁る、斜面から水が噴き出す。
　がけ崩れに対しては、がけからの水が濁る、がけに亀
裂が入る、小石がパラパラ落ちてくる、異様な音がする。

　これらが一般的な土砂災害の前ぶれです。長雨が続い
ている時、身の回りのこのような現象に気づいたら、自
主避難の目安にしましょう。

　これから梅雨や台風の季節にはいります。大雨や地震などによる土石流やがけ崩れ等の土砂災害が発生
すると、多くの尊い人命が失われます。土砂災害から生命を守るため、日ごろから次の点に注意しましょう。

◎ 長雨や集中豪雨などにより，山や川の石や土砂が，
水と一体となって一気に下流へ流れる現象

◎長雨や集中豪雨などにより，斜面が急に崩れ落ちる
現象 

◎地下水などが粘土のようなすべりやすい地層にし
みこんで，その影響で地面が動き出す現象 

土石流 

がけ崩れ 

地すべり 

〈前兆現象〉 
・山鳴りがする。 
・雨が降り続いているのに川の水位が下がる。 
・川の水が急に濁ったり、流木が混ざり始める。 
・腐った土の臭いがする。 

〈前兆現象〉 
・がけから水が湧き出してくる。 
・がけに亀裂が入る。 
・がけから小石がパラパラ落ちてくる。 
・がけから木の根が切れる等の異様な音がする。 

〈前兆現象〉 
・沢や井戸の水が濁る。 
・地面にひび割れができる。 
・斜面から水が噴き出す。 
・家や擁壁に亀裂が入る。 
・家や擁壁、樹木や電柱が傾く。 

現象とそのまえぶれ（前兆現象） 土砂災害の形態 

 次のような現象を察知した場合は、直ちに周りの人と安全な 
場所に避難するとともに、関係機関に通報してください。 

　市では予期せぬ自然災害で被害を受けた方の農地を国の
補助で災害復旧事業を行っています。

■災害として認められる被害額（復旧額）は 40 万円以上
　です。

■災害が発生した日から早急に国へ被害の報告をしなけれ
　ばなりません。報告が遅れると復旧ができなくなる場合
　があります。
■梅雨期や台風後は農地（田や畑）の点検に努めましょう。
■被害があった場合は、各自治会に配布している「災害復
　旧申請書」に記入押印をして早急に本庁耕地林務水産課
　及び各支所耕地林務係に提出してください。もし、不足
　している場合は、市役所に準備しています。
　（災害申請受付け期間は、概ね災害発生後 1 週間を目安
　にしています。）
■農地小災害については、工事費が５万円以上４０万円未
　満が対象となり、２割の自己負担が必要となります。
■問い合わせ先
　本庁耕地林務水産課　　　　　    ℡ 474-1111
　　　	 耕地係（内線 413、415）、林務水産係（内線 422）
　志布志支所産業振興室耕地林務係	 ℡ 472-1111（内線 415）
　松山支所産業振興室耕地林務係	 ℡ 487-2111（内線 243）

もし、農業用施設（道路・用排水路）・あなたの農地が豪雨等で災害（被害）を受けたら

被害があったら早急に連絡を！

土砂災害に気をつけましょう
質問１　�以前は鹿児島市に住んでいたのですが、水道料金は違うのですか。

回答１�　水道料金は、水道事業を運営する事業体（水道組合や市町村など）ごとに違います。それ
は、水源からの距離、原水の水質、水道の布設時期などにより、水道事業にかかる経費が異
なるためです。

　　　　  ご存知のとおり、志布志市内では合併前にそれぞれの町で異なっていた水道料金を、合併
　　　  後に統一して同一料金としました。

種　別 定　義　等

基本料金

　使用の有無に関わらず水道メーターの口径（大きさ）に応じて、お客様に負担
していただく料金で、給水を果たすための基礎活動に必要な経費（水道メーター
検針費用などの経費）により算定しています。
※８つの口径別に料金が設定されています。
　例）口径 13 ｍｍ…600 円、20 ｍｍ…1,000 円、25 ｍｍ…1,500 円（税別）

従量料金
　使用水量に応じて、お客様に負担していただく料金

※�水道メーターの口径に関係なく、使用水量によって 3 段階の単価が設定されています。
　1㎥～ 20㎥…70 円 /㎥、20㎥～ 50㎥…80 円 /㎥、50㎥以上…100 円 /㎥（税別）

質問２　�たくさん水道を使うと料金単価が高くなるって本当ですか。

回答２�　水道料金は、水をたくさん使用するほど料金単価（従量料金として 1 ｍ 3 ごとに３段階）
が高くなる料金計算となっています。

　　　　  これは、一般の使用者に比べて大量の水を必要とする使用者については、その水の需　　
　  　　要に応えるための施設整備に、より多額の費用が必要とされるためです。

質問３　�蛇口などが凍結して水が出なかったときの注意点はなんですか。

回答３�　蛇口にタオルを巻いてぬるま湯をタオルにかけると氷を溶かすことができます。沸騰し
たお湯をかけたり、凍った状態で無理に蛇口をひねったりすると破損することがあるので
注意しましょう。

　　　　  また、水道管が凍ってしまって水道水が出なかった場合、蛇口を必ず閉めてから外出し
　　　  てください。外出後、太陽が昇り、水道管の中の氷が溶けだすと蛇口から水がずっと出て
　　　  いる状態となり、思わぬ水道料金の支払いが発生することとなりますので、十分注意しま
　　　  しょう。

■問い合わせ先　 水道課　 ℡４７２- １１１１（内線２６４）

６月１日から６月３０日までの期間は「 土砂災害防止月間」 です。
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愛称　さんさんどりーむ

■健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
本庁保健課  Tel 474-1111　志布志支所福祉課   Tel 472-1111　松山支所市民課  Tel 487-2111

～生活・介護支援サポーターに新しい仲間が増えました～

高い医療費みんなで助け合い国保の心
■平成24年３月分の医療費の状況です。
医 療 費 総 額 ２９０，２７２，７４２円
３ 月 末 国 保 加 入 者 数 １０，９０８人
1人 当 た り 医 療 費（ 医
療 費 総 額 を 加 入 者 数
で 除 し た も の で す ）

２６，６１１円

医 療 費 １ 人 当 た り の 負 担 内 訳
市（ 国 保 ） 負 担 額 ２２，５９４円

個 人 負 担 額 ４，０１７円

　この金額は、国民健康保険に加入している皆さんが
医療機関等で診療したものに対し、市（国保）が支払っ
た医療費です。医療費総額の約 84.9％を市（国保）が
負担しています。

国民健康保険の被保険者の方へ
　 病 気 の 早 期 発 見・ 早 期 予 防 の た め に、　
　 人 間 ド ッ グ 助 成 事 業 を ご 利 用 く だ さ い。　

助 成 事 業 助 成 額

人
間
ド
ッ
ク

　一般（日帰り） ２０，０００円

　一般（宿泊） ３０，０００円

　節目（日帰り） ３２，０００円
　節目（宿泊） ４８，０００円

ＰＥＴがん検診 ２０，０００円
脳ドック検診 ２０，０００円
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「子ども手当」が「児童手当」に変わりました
◆児童手当制度の目的
　児童手当制度は、児童を養育している方に手当を支給することにより、家庭等における生活の安定に寄
与するとともに、次代の社会を担う児童の健やかな成長に資することを目的としています。

◆児童手当制度の仕組み
　児童手当は、満 15 歳到達後最初の３月 31 日まで児童を養育している方に支給されます。
　ただし、児童が知的障害児施設などの障害児福祉施設や児童養護施設などの児童福祉施設などに一定期
間以上入所している場合は、施設設置者に支給されます。

◆所得制限限度額
　所得制限限度額は、前年の所得金
額で判定します。また、所得には一
定の控除があります。
　なお、年によって限度額は変更に
なることがあります。

◆児童手当支給月額
　◎所得制限限度額以内の場合と限度額を超えている場合の支給額

対象児童 支給額
３歳未満 １５，０００円

３歳～小学校修了まで
第１子、２子 １０，０００円

第３子以降 １５，０００円
中学生 １０，０００円

所得制限限度額を超えている世帯の児童 ５，０００円

※第３子以降とは、満 18 歳到達後最初の３月 31 日までの児童を含めて
３番目以降の児童です。

◆現況届の提出
　今回の法律改正で、児童手当を受給している方は毎年６月中に「児童手当現況届」を提出しなければな
りません。（なお、公務員の方は、職場で現況届を行ってください。）
　この届は、毎年６月１日における状況を記載し、児童手当を引き続き受ける要件があるか確認するため
のものです。現況届提出対象者の方には、６月中旬に案内通知を郵送する予定です。

◆現況届の添付書類
①受給者及び対象児童の健康保険証の写し
②平成 24 年１月２日以降に志布志市へ転入された方は前住所地の市区町村が発行する平成 24 年度課税　
額証明書（夫婦ともに必要です。）
③その他必要に応じて提出する書類　【監護・生計同一申立書、別居している児童の住民票謄本】

■問い合わせ先　本庁　　　　　　福祉課児童福祉係　　４７４－１１１１（内線１７４）
　　　　　　　　松山支所　　　　市民課福祉係　　　　４８７－２１１１（内線２７６）
　　　　　　　　志布志支所　　　福祉課福祉係　　　　４７２－１１１１（内線２０３）

★こころの健康づくり講演会のお知らせ !! ★
「人との関係性を良好に保つためのコミュニケーション」　～子供、親子、夫婦の問題を解決するには～（仮）

  ◆ 日時　　平成 24 年 7 月 28 日 ( 土 ) 　　　◆ 場所　　志布志市文化会館　２階研修室
◆ 講師　　小児科医師　河野政樹 先生 　　　　　　　　※詳しいことは、今後、チラシでお知らせします。

いっど！シリーズ第３弾　動脈硬化予防フェア   ～血管の若返り術教えます～
≪開催日時≫　平成 24 年７月１日（日）志布志市やっちくふれあいセンター
≪受付時間≫　午前 8 時 30 分　～　9 時　（12 時終了）
≪内容≫　　　演題：あなたの血管何歳ですか？
　　　　　　　～動脈硬化危険因子「脂質異常症」について学ぼう！～
　　　　　　　講師：はるびゅうクリニック院長　春別府　稔仁先生
　　　　　　　☆各種相談コーナーがあります！

☆参加ご希望の方は、保健課（474-1111 内線 167）までお問い合わせください。

野村②

　平成 22 年度と平成 23 年度、志布志市の養成講座で高齢者の福祉や介護等について学ばれた「生活・介護サポーター
（さんさんどりーむ）」の２期生と３期生の 15 人をご紹介します！（１期生 14 人は 2010 年８月号で紹介しました）

　地域で施設訪問や高齢者との交流、地域での見守り、声かけ、ボランティア活動などで活躍しております。今後も地
域の高齢者の応援団として活動していきますので、よろしくお願いします。（敬称略　②は２期生、③は３期生）

五代③ 上田平③上村②

松
山
町

木村②

志
布
志
町

竪山② 倉見谷② 見野③

森村③ 西小野③ 山裾③

有
明
町

徳永② 太崎②

片平②

重永②

講座生の声：
　「まだまだ自信はないけれども、お話を聞いたり、学んだことを少しでも高
　齢者の方にお伝えしたいです」「笑顔と敬意を忘れずに活動していきます」

１期生をお名前だけ紹介します（敬称略）
坂口・長濱・米田・服部・川井田・光畑
寺岡・横山・永野・西・川野・児玉・西村・山元

小野田③

　 補 助 金 申 請 の 際 は、 検 査 結 果 表（ 人 間 ド ッ ク 結
果 通 知 書 等 ） を 必 ず ご 持 参 下 さ い。 腹 囲 等 の 項 目
が 抜 け て い る 場 合 は、 保 健 課 で 測 定 い た し ま す。
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く
り
に
お
い
て
、
全
面
的
に
市
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
頂
き
進
め
て
い
く
と
い
う
基
本
理

念
の
も
と
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
団
体
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
の
方
々
の
ご
理
解

を
い
た
だ
い
て
、
市
を
挙
げ
て
、
着
実
に
前

進
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
市
の

観
光
・
特
産
品
振
興
は
関
係
者
の
方
々
の
懸

命
な
取
り
組
み
の
結
果
、
目
覚
ま
し
い
成
果

が
志
布
志
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
大
き
く
花
開
こ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

背
白
ち
り
め
ん
三
昧
丼
・
志
布
志
黒
豚
バ

ル
ク
丼
が
県
内
、
さ
ら
に
は
全
国
で
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
日
本
一
早
い
「
し
ぶ

し
の
夏
そ
ば
」
も
志
布
志
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

全
国
へ
流
通
す
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る

最
中
で
す
。
他
に
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

健
康
づ
く
り
日
本
一
、
ゴ
ミ
資
源
化
日
本
一

な
ど
多
く
の
本
物
の
取
り
組
み
が
さ
れ
て
お

り
、
確
実
に
そ
の
芽
は
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
見
せ

て
く
れ
た
志
布
志
出
身
の
子
ど
も
達
に
つ
い

て
も
、
今
年
も
引
き
続
き
素
晴
ら
し
い
活
躍

を
し
て
く
れ
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
発
展
の
礎
と
な
っ
た
先
人
た
ち

の
懸
命
の
努
力
と
功
績
、そ
し
て
そ
の「
遺
志
」

を
私
た
ち
は
感
謝
の
心
を
持
っ
て
受
け
継
ぎ

な
が
ら
、
本
物
の
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
に

着
実
に
取
り
組
む
と
こ
ろ
で
す
。
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■入札参加資格
　�地方自治法施行令第 167 条の４の規定に抵触せず、市税

等の滞納がない個人または法人

■入札に参加する場合の必要書類
　・入札参加申込書
　・�身分証明書（法人の場合は法人登記簿謄本）
　・納税証明書 
　・農地（物件番号 1,2）の場合は、買受適格証明書
　※買受適格証明書については、志布志市農業委員会に
　　お問い合わせください　℡ 099-487-2111
　（毎月 10 日までに市農業委員会へ申請が必要です）

■提出先　志布志市役所財務課、各支所地域振興課

■申込受付※郵送での申し込みは受付しません。

　平成 24 年６月１日（金）～７月 10 日（火）
　午前 8 時 30 分～午後 5 時まで（土・日・祝日は除く）
■入札日　平成 24 年７月 13 日（金）午前９時から
　　　　　  本庁別館２階会議室

■入札に必要な書類　
　・入札書（市の指定した様式）
　 ・ 委任状（本人以外の方が代理で入札に参加される場合）
　・�印鑑及び筆記用具 
　・所有者となる方の住所及び氏名が確認できるもの
　　（運転免許証など）	

市有財産（土地）の売却を行います

◆売却予定地
物 件
番 号 所　在　地 地目 面　積 最低売却価格 接面道路状況及び概要

1 松山町尾野見 1319-45 畑 3,648㎡ 182 万４千円 ・北側及び東側が幅員約 4.0 ｍの舗装農道に接する。
・取得には、農地法第３条による許可が必要。

2 松山町尾野見 1319-55 畑 2,728㎡ 136 万４千円 ・北側が幅員約 5.0 ｍの舗装農道に接する。
・取得には、農地法第３条による許可が必要。

3 志布志町安楽 190-27 宅地 175.42㎡ 187 万６千円 ・北側及び西側に接道あり。

4 志布志町安楽 190-38 宅地 815.41㎡ 1,402 万５千円 ・北側が幅員約 5.0 ｍの舗装市道に接する。
・南側が幅員約 9.0 ｍの舗装市道に接する。

5 有明町伊﨑田 9208-1 宅地 1,125.39㎡ 366 万７千円 ・北側及び東側に接道あり。

志布志市志布志町安楽 物件番号 3

物件番号 4

ローソン

ニシムタ

寿住宅

ケーズデンキ

志布志運動公園

志布志運動公園
屋内温水プール

九州労働金庫

志布志支店

志布志高校

物件番号
4

物件番号
3

志布志市松山町尾野見 物件番号１

物件番号 2

449

尾野見工業団地

（太南農場）

物件番号
2 物件番号

1

志布志市有明町伊﨑田

物件番号 5

伊崎田中学校

伊崎田小学校

ＪＡ

伊崎田
保育園

伊崎田
公民館

63

物件番号
5

◆周辺地図

■問い合わせ先　・志布志市役所　財務課　　℡ 099-474-1111　・志布志支所　地域振興課　℡ 099-472-1111
　　　　　　　　    ・松山支所　地域振興課　　℡ 099-487-2111

志布志市では、利用予定のない市有財産（土地）について、売却を行います。

　

都
城
市
、
三
股
町
、
曽
於
市
、
志
布
志
市
で

形
成
す
る
「
都
城
広
域
定
住
自
立
圏
」。
こ
の
圏

域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
や
魅
力
を
、

各
市
町
の
広
報
紙
に
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。

今
回
は
三
股
町
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
受
け
継
が
れ
る
郷
土
芸
能

　

古
く
か
ら
農
業
が
盛
ん
な
こ
の
圏
域
で
は
、
田
植
え
の
時
季
に
な
る
と
、
家
族
総
出
で
農

作
業
に
取
り
組
む
姿
も
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
ま
す
。

　

田
植
え
を
前
に
し
た
こ
の
時
季
、
三
股
町
で
は
、
五
穀
豊
穣
や
農
家
の
無
病
息
災
を
願
い
、

「
ジ
ャ
ン
カ
ン
馬
踊
り
」
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
鈴
や
飾
り
俵
を
付
け
た
馬
が
歌
や

三
味
線
に
合
わ
せ
て
踊
る
郷
土
芸
能
で
、
馬
が
足
踏
み
を
し
て
「
ジ
ャ
ン
カ
ン
・
ジ
ャ
ン
カ

ン
」
と
鈴
を
響
か
せ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
前
が
付
い
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
都
城
盆
地
の
二
大
祭
り
で
「
ジ
ャ
ン
カ
ン
馬
踊
り
」
披
露

　

毎
年
４
月
29
日
に
行
わ
れ
る
早
馬
ま
つ
り
で
は
、「
ジ
ャ
ン
カ
ン
馬
踊
り
」
が
披
露
さ
れ
、

今
年
も
大
変
な
に
ぎ
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。
早
馬
神
社
を
中
心
に
、
町
内
全
体
を
舞
台
に
行

わ
れ
る
早
馬
ま
つ
り
は
、
１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
ち
、
そ
の
に
ぎ
わ
い
か
ら
、
都
城
市

の
母
智
丘
の
桜
祭
り
と
と
も
に
都
城
盆
地
の
二
大
祭
り
と
も
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ジ
ャ
ン
カ
ン
馬
の
軽
快
な
ス
テ
ッ
プ
を
一
目
見
よ
う
と
、
会
場
に
は
町
内
外
か
ら
多
く
の

人
が
詰
め
掛
け
、
カ
メ
ラ
を
手
に
す
る
来
場
者
の
姿
も
数
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

◆
「
郷
土
と
人
」、「
人
と
人
」
と
を
つ
な
ぐ

　　

郷
土
に
伝
わ
る
芸
能
を
受
け
継
ぎ
、
そ
れ
ら
を
み
ん
な
で
共
有
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち
と

郷
土
と
の
つ
な
が
り
、
か
つ
て
こ
の
土
地
で
暮
ら
し
て
い
た
人
と
の
つ
な
が
り
、
こ
れ
か
ら

語
り
継
い
で
い
く
人
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
「
ジ
ャ
ン
カ
ン
馬
踊
り
」
は
古
く
か
ら
都
城
・
北
諸
県
地
方
、
鹿
児
島

県
の
一
部
に
伝
承
さ
れ
、
そ
の
歴
史
的
背
景
か
ら
想
像
す
る
と
、

圏
域
の
つ
な
が
り
も
見
え
て
く
る
よ
う
で
す
。

　

郷
土
と
人
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ
「
ジ
ャ
ン
カ
ン
馬
踊
り
」、
ぜ

ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
　
　
　

三
股
町
地
域
政
策
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
０
９
８
６
―
５
２
―
１
１
１
１

※必ず現地をご確認ください。 　※�売却する土地は全て現状のまま引き渡します。後で造成等の工事は行いません。

◆入札不調物件の売却
　今回の入札に対し入札者がないときは、先着順によ
り購入者を決定します。
※購入する場合の必要書類についてはお問い合わせください。

■申込受付期限
平成 24 年７月 16 日（火）～平成 25 年２月 28 日（木）
午前９時 ～午後 5 時まで（土・日曜 祝祭日及び年末年始は除く）

※郵送での申し込みは受付しません。

■提出先：志布志市役所財務課

「ジャンカン馬踊り」
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Japanese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku  *2012.6

短
歌
（
松
山
南
船
短
歌
会
）

風
あ
ら
き
庭
を
い
ろ
ど
る
山
茶
花
と
て
寒
寂
寂
と
一
鳥
を
も
見
ず	

畑　

美
佐
子

寺
行
事
終
ふ
る
度
ご
と
熱
を
出
す
八
十
路
の
朝
に
蠟
梅
か
を
る	

前
原　
　

恭

山
や
ま
に
小
鳥
の
餌
が
あ
る
か
し
ら
万
両
の
実
は
庭
に
耀
ふ	

永
田
ミ
ツ
エ

八
十
と
二
歳
に
な
り
し
を
夫
に
告
ぐ
子
や
孫
た
ち
に
感
謝
を
こ
め
て	

山
口　

良
子

刈
り
後
の
田
を
掘
り
か
え
す
日
曜
日
子
の
ト
ラ
ク
タ
ー
雲
一
つ
な
く	

隈
元　

チ
エ

雪
か
き
に
明
け
暮
れ
る
と
う
新
潟
の
妹
に
送
ら
む
大
根
を
抜
く	

野
口　

順
子

百
八
の
鐘
に
思
い
を
織
り
ま
ぜ
て
夫
と
二
人
の
年
も
あ
け
ゆ
く	

石
橋　

道
子

宮
田
山
裾
野
に
白
き
雲
ま
と
い
峰
は
明
日
の
日
和
う
か
が
う	

中
島　
　

昭

携
帯
に
入
力
さ
れ
し
亡
き
吾
子
の
五
時
の
報
せ
が
朝
の
始
ま
り	

吉
元
ミ
チ
子

真
新
し
い
納
骨
堂
に
幼
な
孫
「
マ
マ
の
家
だ
」
と
手
形
を
残
す	

大
迫　

鈴
子

人
吉
で
夜
の
集
い
に
十
五
名
我
を
忘
れ
て
笑
う
ひ
と
と
き	

山
口　

カ
ツ

俳
句
（
は
つ
は
な
俳
句
会
）

ブ
ラ
ジ
ル
の
朋
よ
く
語
り
花
見
酒	

本
村　

湧
水

青
空
の
高
さ
の
中
へ
巣
立
ち
鳥	

川
畑　

充
子

故
里
の
空
は
広
い
と
帰
省
の
子	

飯
野
澄
美
子

山
頂
へ
え
ご
の
落
花
を
た
ど
り
つ
つ	

坂
本　

順
子

ひ
と
風
に
見
え
し
葉
陰
の
さ
く
ら
ん
ぼ	

春
日　

ふ
く

制
服
の
白
線
眩
し
新
入
生	

坂
元　

幸
子

は
つ
夏
の
旅
娘
ら
に
祝
わ
れ
て	

八
久
保
千
鶴
子

ど
の
部
屋
も
溢
れ
る
ほ
ど
の
薔
薇
を
活
け	

鮫
島　

容
子

大
水
車
通
水
式
に
風
薫
る	

本
村
多
可
子
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消費者ホットライン　０５７０－０
ま も ろ う よ

６４－３
み ん な を

７０

　

市
内
で
も
、
外
国
通
貨
取
引
を
持
ち
か

け
ら
れ
た
事
を
き
っ
か
け
に
し
た
振
り
込

め
詐
欺
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

事
例

　

自
宅
に
Ａ
社
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
農

業
用
不
動
産
の
投
資
に
関
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
届
い
た
翌
日
、
Ｂ
社
か
ら
、

電
話
が
あ
り
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
あ
る

よ
う
に
Ａ
社
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
土
地
を

坪
15
万
円
で
販
売
し
て
い
る
。
購
入
し

て
く
れ
た
ら
、
う
ち
は
そ
れ
を
倍
以
上

の
価
格
で
買
い
取
る
」
と
い
う
電
話
が

あ
っ
た
。
あ
や
し
い
と
思
う
が
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
。

ア
ド
バ
イ
ス　
　
　
　

　

販
売
す
る
商
品
や
権
利
を
別
業
者
が

高
く
買
い
取
る
な
ど
と
持
ち
か
け
る

「
劇
場
型
勧
誘
」
の
手
口
で
す
。

　

１
度
、
支
払
っ
て
し
ま
う
と
取
り
戻

す
の
は
極
め
て
困
難
で
す
。

　

紹
介
し
た
よ
う
な
電
話
を
受
け
た

ら
、
１
人
で
判
断
せ
ず
家
族
や
警
察
、

当
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座

　

消
費
生
活
相
談
窓
口
で
は
、「
守
ろ

う
！
わ
た
し
の
生
活
」
と
題
し
て
悪
質

商
法
か
ら
身
を
守
る
方
法
、食
の
安
全
・

安
心
、
製
品
事
故
な
ど
消
費
生
活
に
関

わ
る
内
容
の
講
義
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
５
人
以
上
の
団
体
で
あ
れ
ば
、
申

込
み
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

（
写
真
）
志
布
志
高
校
３
年
生
を
対
象

に
し
た
出
前
講
座
の
様
子
。

知
っ
て
る
？
消
費
生
活
vol.16

2012　志布志みなとまつり

■問い合わせ先：志布志みなとまつり実行委員会事務局　（志布志市商工会内）472-1108

志
布
志
み

なと　　まつ

り
花
火
大
会志

布
志
み

なと　　まつ

り
花
火
大
会

「志布志の元気玉」を打ち上げよう！
　みんなの元気（寄付・浄財）で志布志の夜にドーン！と花火を打ち上げよう！皆様のご寄付を
お願いいたします。
元気玉設置場所：志布志市商工会、志布志市役所、志布志支所、松山支所の窓口カウンター
元気玉設置期間：7月 10 日（火）まで
詳しくは志布志市商工会ホームページ（http://shibushi.kashoren.or.jp/）をご覧下さい。

　１万発の花火をはじめ、さんふらわあクルージングなどの
楽しいイベントも盛りだくさん‼
　詳細につきましては、随時、市ホームページなどで紹介します。
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川
柳
（
志
布
志
川
柳
会
）

少
子
化
に
夢
を
託
し
た
鯉
の
ぼ
り	

江
藤　

房
子

四
億
円
流
れ
知
ら
な
い
良
い
身
分	

末
永　

一
雄

受
験
前
余
裕
を
見
せ
て
不
合
格	

福
山　

吉
連

旅
行
く
も
安
さ
が
招
く
大
惨
事	

上
東
マ
キ
エ

廃
校
に
桜
だ
け
は
と
咲
き
誇
り	

鞍
掛　

五
雄

競
り
市
で
別
れ
る
子
牛
背
を
撫
で
る	

高
田　

秀
雄

別
れ
て
も
直
ぐ
縒
り
戻
す
腐
れ
縁	

坂
元　

俊
幸

栄
転
が
送
別
会
へ
花
を
添
え	

高
田　

昭
秋

ド
ラ
が
鳴
り
別
れ
を
惜
し
む
紙
テ
ー
プ	

赤
池　

忠
重

ベ
ル
が
鳴
り
ホ
ー
ム
の
陰
で
泣
き
崩
れ	

内
山　

幸
夫

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
！

俳
句
（
志
布
志
左
右
句
会
）

母
の
日
や
亡は

は母
の
乳
房
の
赤
き
痣	

坪
田　

秀
邑

生
き
て
い
る
雑
事
の
ひ
と
つ
茶
を
啜
る	

永
山　

又
生

て
の
ひ
ら
に
移
り
香
つ
よ
し
茗
荷
竹	

吉
田　

十
二

蝶
連
れ
て
坂
道
下
り
パ
ン
買
い
に	

山
本
せ
つ
子

図
書
館
の
句
碑
を
う
ず
め
て
楠
若
葉	

東
平　

要
一

胃
カ
メ
ラ
や
ど
こ
探
し
て
も
日
本
晴	

暉
峻　

康
瑞

ま
わ
り
道
し
て
春
風
と
信
号
待
ち	

肥
後　

洋
子

菜
の
花
は
巣
立
つ
子
等
へ
の
応
援
歌	

肱
岡
ち
か
子

船
酔
の
君
に
跳
ね
て
る
初
鰹	

岩
根　

長
初

東
北
の
海
の
霞
み
に
立
つ
墓
標	

藤
後
む
つ
子

7 月 22 日（日）　※荒天時は翌 23 日（月）に順延
場所：志布志港旅客船埠頭（観光船バース）周辺



郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、実名で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

　ハツヱ　さん（98 歳）　　（志布志町）

　地元校区のことは隅から隅までご存知のハツヱさんは何と
98 歳！元気の秘訣は花作りだそうで、仏壇に供える花を自分で

育てて、咲いた花を見ることが何よりの楽しみだそうです。
　現在お住まいの地域で生まれ、21 歳で八野出身の秀雄さんとご

結婚、それと同時にお仕事の都合で出水市へ移られました。その後
５人の子宝にも恵まれ、30 年にわたりシイタケ栽培をされてきました

が、ハツヱさんが 50 歳の時に秀雄さんが急逝。まだ３人のお子さんが
学生だったそうで、１人で農業を続けるのは厳しいと、生まれ育った志布

志へ帰って来ました。しかしここからがハツヱさんのすごいところで、近
くに大きなお店がない事に気づき、１人で行商を始められ、３人のお子さ
んを立派に育て上げました。荷物を担いで地域を売り歩くこと 20 数年、
何と 80 歳まで続けられたということです。
　現在は一緒に住む息子さんと、近くに住む娘さんに支えられ、何の心配
もなく楽しく暮らしていらっしゃるそうで、近所のお友達と時間を気にせ
ずお茶を飲み、話をすることが楽しくて仕方ないと話すハツヱさん。人生
で今が１番幸せだと笑顔で話してくれました。

市
民
の
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場
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　お便りをくださった方の
中から抽選で、ひまわり券
5 枚と志布志市衛生自治会か
ら「ひまわり油とひまわり石
けん」を５人の方にプレゼン
トします。

輝
こ う が

雅 ちゃん（４歳）

　　　　　海
み ゆ り

友莉 ちゃん（１歳）

（有明町伊﨑田）
父　巧さん　母　志帆さん

　妹思いのちょっと泣き虫輝雅くん☆
いつもニコニコ笑顔の海友莉ちゃん♡
　これからも兄妹仲良く大きくなぁーれ！

（両親より）

優
ゆ う た

太 ちゃん（６歳）
（松山町新橋）

父　實さん　母　みゆきさん

　甘えん坊ですが、名前のとおり優しい子です。
よく気が利いて、お手伝い大好き。いつもいっぱ
い助けてくれてありがとう。これからも元気にや
んちゃして、大きくなってね。

（両親より）

結
ゆ う あ

愛 ちゃん（７か月）

　　（志布志町安楽）
父　健太さん　母　飛鳥さん

　沖縄と鹿児島のハーフの結愛ちゃん。結愛は
パパとママの宝です。笑顔は誰にも負けないね。
　ちゅらさん（美しい人）これからどうぞよろ
しくね。愛してます。

（両親より）
エコ商品を販売しています

志布志市衛生自治会

　志布志市衛生自治会では、家庭から排出された
廃食油で作られた「エコせっけん」、「ひまわり油」
など環境にやさしいエコ商品を販売しています。
　また、地域通貨「ひまわり券」での交換もでき
ますので、ぜひお越しください。

販売、交換場所
志布志市衛生自治会事務局
志布志市役所　本庁　　　　　市民環境課　474-1111（内線 134）
　　　　　　　志布志支所　　市民課　　　472-1111（内線 224）
　　　　　　　松山支所　　　市民課　　　487-2111（内線 224）

背景のイモ畑、ハツヱさんが　
１人で植えたそうです！　

読者プレゼント

さゆり　さん（有明町野神 ）　　　　 　21 歳

学校・所属団体：小松の里
趣味：ショッピング、音楽鑑賞、剣道
理想の男性：スポーツマン（笑）
休日の過ごし方：今は、家でゆっくりＤＶＤ鑑賞です
今のお仕事はどうですか？
　毎日利用者様と関わり、笑顔が見れて幸せです。大変な
面もありますが、自分らしく頑張っていきたいです。
夢は？：結婚して幸せな家庭♡
先輩から一言（同僚の西山さん）
　毎日、笑顔で頑張っているさゆりちゃん。
　大変なことが多いけど、その笑顔を忘れず、一緒に楽しく
頑張っていきましょう！



ペ
ア
入
浴
券
が
当
た
り
ま
し
た

　

お
疲
れ
様
で
す
。
３
月
号
の
読
者
プ

レ
ゼ
ン
ト
「
蓬
の
郷
ペ
ア
入
浴
券
」
が

当
た
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
仕
事
が
忙
し
く
、
ま
だ
利
用

で
き
て
い
な
い
の
で
す
が
、
温
泉
大
好

き
な
の
で
、
必
ず
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。ゆ
っ
く
り
入
っ
て
き
ま
す
ね
。

　
（
じ
ぃ
じ
で
す　

69
歳
男
）

　

▼

　

ご
当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
市
報
を
読
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
方
々
へ
の
市
内
企
業

か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。
ど
ん
ど
ん

応
募
し
て
、
志
布
志
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

元
気
を
く
れ
る
「
元
気
や
っ
ど
」

　

元
気
な
高
齢
者
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
「
あ
た
や 

元
気
や
っ
ど
」
を
読

む
と
ほ
の
ぼ
の
し
ま
す
。
高
齢
者
の
元

気
な
姿
は
若
い
人
に
も
パ
ワ
ー
を
与
え

る
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
元
気
な
90

歳
以
上
の
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
紹
介
し
て

く
だ
さ
い
。
い
つ
も
元
気
を
く
れ
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
（
ひ
ら
ち
ゃ
ん　

63
歳
女
）

　

▼

　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
取
材
を
通
し
て

元
気
な
高
齢
者
と
話
を
す
る
と
、
本
当

に
元
気
を
頂
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
イ
キ

イ
キ
さ
れ
て
い
て
、
人
生
を
楽
し
ん
で

い
ら
っ
し
ゃ
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
そ
ん
な
人
達
を
こ
れ
か
ら
も
ど
ん

ど
ん
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
お
知

り
合
い
な
ど
に
元
気
な
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
紹
介
し
て
い
た
だ

け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

※�

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
掲
載
に
か
か
わ

ら
ず
頂
い
た
お
便
り
か
ら
抽
選
で
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多
く

の
お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

そ
の
際
、
一
言
で
結
構
で
す
の
で
ご

意
見
等
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り
お待ちしています
市報しぶしを読んだ感想や今後取り
上げて欲しい特集、志布志市に対す
るご意見等何でもお好きなことを書
いてください。（一部修正して掲載す
る場合もあります）
　月末までに頂いたお便りが、その月
のプレゼントの応募対象になります。
それ以降の分は次月の応募対象となり
ますので、ご了承ください。

…………………………………………
いただいた「お便り」は「市民
のこえ」コーナーに掲載いたし
ます。（お便りが多数の場合には
担当にて選考のうえ掲載します）
個別の回答はいたしませんので、
ご了承ください。

 市の人口　4 月 30 日現在
人　口	 33,681 人		  （78）
男　性	 15,982 人		  （41）
女　性	 17,699 人		  （37）
転　入	 239 人	 　転　出	 　148 人
出　生	 32 人	 　死　亡	 　45 人
世帯数	 15,748 戸		  （63）

志布志港　平成 24 年 4 月分

　①入港隻数　48 隻（日本 0、外国 48）
　②輸出	 10 億 81 百万円
　③輸入	 104 億 52 百万円

資料　鹿児島税関支署
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『
志
』
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

　
　
　
　
　
　

活
動
を
し
ま
せ
ん
か
？

　

志
布
志
市
『
志
』
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
は
、

都
市
部
か
ら
志
布
志
市
へ
体
験
活
動
に
来
ら
れ

る
方
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
緒
に

活
動
す
る
仲
間
を
随
時
募
集
中
で
す
。
10
月
17

日
に
は
、
東
大
阪
市
の
高
校
生
が
修
学
旅
行
で

１
日
農
業
体
験
に
来
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

志
布
志
市
役
所　

本
庁　

農
政
課

　
　
　

℡
４
７
４
―
１
１
１
１
（
内
４
２
８
）

弓
道
教
室
を
開
催
し
ま
す

　　

市
弓
道
連
盟
で
は
、
健
康
と
精
神
力

の
鍛
錬
を
目
的
に
弓
道
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

　

こ
の
弓
道
教
室
で
は
小
学
5
年
生

か
ら
高
齢
者
ま
で
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
運
動
着
と
手
拭
１
本
を

持
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

◆
開
講
期
間　

　

7
月
10
日
～
10
月
30
日

　

19
時
～
21
時

◆
開
講
場
所

●
志
布
志
弓
道
場	

（
火
・
金
曜
日
）

●
有
明
弓
道
場	

（
火
・
金
曜
日
）

（
近
い
弓
道
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。）

　

参
加
料
及
び
申
込
手
続
き
等
不
要
。

開
講
日
に
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※�

用
具
は
弓
道
場
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
準
備
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

志
布
志
市
弓
道
連
盟　

藤
崎
英
人

　

℡
４
７
２
―
４
０
０
９

有
明
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
開
館
！

　

今
年
も
有
明
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
の
季

節
が
や
っ
て
来
ま
し
た
！

■
開
館
期
間　

　

６
月
10
日（
日
）～
９
月
９
日（
日
）

■�

開
館
時
間　

9
時
～
21
時

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

有
明
総
合
体
育
館

　
　

℡
４
７
4
―
１
６
７
０

こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
版
で
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

2012.6 ■市報しぶし　28



市
民
の
広
場

31　市報しぶし■ 2012.6

■問い合わせ先　税務課滞納整理係　℡ 474-1111（内線 152,153）　　ストップ滞納

平成24年度 滞納処分等実施状況について
■問い合わせ先　税務課滞納整理係　℡ 474-1111（内線 152,153）　　

 ■差押を実施した人数 25 人 （平成 24 年４月～
　　　　　　　　　　　平成 24 年 5 月末現在）

・給　与　0 人　   ・預貯金　7 人
・不動産　17 人　・動　産　0 人
・債　権　1

　生活状況により一度に納税することが困難な方や失業・病気等により収入が無い
方につきましては、本庁・各支所の税務窓口にて随時納税相談を実施しております。

差押の内容

　　今月の納税	 納付期限　７月 2 日（月）　口座振替日　６月 25 日（月）
	 口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

	 国民健康保険税（２期）　　　　　介護保険料（２期）
	 後期高齢者医療保険料（２期）　　市・県民税（１期）

　特別な理由も無く滞納を続けられますと、他の納税者との公平を保ち、大切な市税を確保するため、財産（給
与、預金、不動産など）を差し押さえることになります。（法律では、「督促状を発した日から起算して 10 日
を経過した日までに完納しないとき」は、「財産を差し押さえなければならない」と定められています。）

○「書類の送達（しょるいのそうたつ）」について

　納税者のみなさんに対する通知は原則として書類で行われ、その書類の到達により効力が発生します。課税
や徴収などに関する書類は、「郵便若しくは信書便による送達」か「交付送達」の方法で、送達を受けるべき人

の住所、居所、事務所または事業所に送達します。

「送達の方法」には、以下の３つの方法があります。

◎郵便による送達　　◎交付送達　　◎公示送達

　「交付送達」とは、職員等が書類を送達すべき場所で、送達を受けるべき人に書類を交付して行う方法です。

この「交付送達」には、さらに３つの方法があります。

◎出会送達（市役所窓口や勤務先など出会った場所で交付すること）

◎補充送達（同居の家族等に交付すること）

◎差置送達（本人等不在により、玄関や郵便受けなどに書類を差し置くこと）

　「公示送達」とは、書類を受け取るべき本人の住所、居所等が不明な場合などで、書類の送達が困難であると

認められる場合に、所定の手続をとり、市役所の掲示板などで公示され、一定の期間が経過すると、書類の送達

があったものとみなす制度のことです。

※普通郵便による場合の送達の推定

　普通郵便により、書類を発送した場合には、その事実のある限り、通常到達すべきであったときに、送達があっ

たものと推定されます（地方税法第 20 条第４項）。
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第
１
号
被
保
険
者
の
独
自
給
付

●
寡
婦
年
金

　

第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を

納
め
た
期
間
（
免
除
期
間
を
含
む
）
が

25
年
以
上
あ
る
夫
が
亡
く
な
っ
た
時

に
、
10
年
以
上
婚
姻
関
係
に
あ
り
、
生

計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
妻
に
対
し
て
60

歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
、
寡
婦

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
年
金
額
は
、
夫
の
第
１
号
被
保
険
者

　

期
間
だ
け
で
計
算
し
た
老
齢
基
礎
年

　

金
額
の
４
分
の
３
に
な
り
ま
す
。

※
亡
く
な
っ
た
夫
が
、
障
害
基
礎
年
金

　

の
受
給
権
者
で
あ
っ
た
場
合
や
、
老

　

齢
基
礎
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
た

　

場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
妻
が
繰
上
げ
支
給
の
老
齢
基
礎
年
金

　

を
受
け
て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま

　

せ
ん
。

●
死
亡
一
時
金

　

第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を

納
め
た
月
数
が
36
月
以
上
あ
る
方
が
、

老
齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
を
受

け
な
い
ま
ま
亡
く
な
っ
た
時
、
そ
の
方

に
よ
っ
て
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
遺

族
（
①
配
偶
者
、②
子
、③
父
母
、④
孫
、

⑤
祖
父
母
、⑥
兄
弟
姉
妹
の
優
先
順
位
）

に
死
亡
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
遺
族
が
遺
族
基
礎
年
金
の
支
給
を
受

　

け
ら
れ
る
と
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
死
亡
一
時
金
と
寡
婦
年
金
を
受
給
で

　

き
る
場
合
は
い
ず
れ
か
一
方
を
選
択

　

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

後
納
保
険
料
に
関
す
る

掲
載
記
事
の
訂
正
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
３
月
号
掲
載
の
後
納
保
険
料

の
記
事
に
つ
い
て
訂
正
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
時
効
に
な
っ
て
い
な
い
２
年
以
内

の
期
間
に
つ
い
て
保
険
料
の
滞
納
が
あ

る
場
合
に
は
、
そ
の
保
険
料
を
先
に
納

付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。」

と
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
は
、
先
に
経

過
し
た
月
分
の
国
民
年
金
の
保
険
料

（
加
算
さ
れ
た
保
険
料
）
か
ら
納
付
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

●
鹿
屋
年
金
事
務
所

　

℡
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
２
１

●
市
民
環
境
課　

年
金
係

　

℡
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
１
１
６
）

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所　
　

  

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
２
３
）

松
山
支
所　

  
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
６
）

交 通 事 故 防 止 は 貴 方 が 主 役 で す
③
志
布
志
自
動
車
学
校

　

第
3
回
は
、
志
布
志
町
安
楽
の
志
布

志
自
動
車
学
校
で
す
。
同
校
で
は
、
松

清
紘
子
代
表
取
締
役
の
も
と
、
32
名
の

職
員
の
皆
さ
ん
が
、
教
習
車
両
な
ど
約

80
台
の
車
両
を
管
理
さ
れ
、
交
通
安
全

を
指
導
す
る
側
と
し
て
、
特
に
交
通
事

故
に
は
敏
感
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
隅
半
島
で
唯
一
、
全
車
両
の
運
転

免
許
が
取
得
で
き
、
さ
ら
に
は
産
業
車

両
等
の
運
転
技
能
免
許
取
得
業
務
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
交
通
事
故
防
止
に
直
接

関
わ
り
を
持
ち
、
日
々
取
り
組
ん
で
い

る
同
校
で
す
が
、
月
に
１
回
の
職
員
研

修
は
も
と
よ
り
、
県
内
の
様
々
な
研
修

会
、
講
習
会
に
参
加
し
、
指
導
員
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
は
常
に
意
識
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
同
校
で
は
、
市
内
の
企
業

や
地
域
の
学
校
、
高
齢
者
の
団
体
な
ど

か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
受
講
者
の
要
望

に
合
わ
せ
た
交
通
安
全
に
関
す
る
教

育
、講
習
な
ど
に
非
常
に
積
極
的
で
す
。

早
﨑
直
太
校
長
は
「
二
輪
免
許
取
得
者

と
の
ツ
ー
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
企

画
し
て
い
ま
す
。
既
に
免
許
を
取
得
し

た
人
に
対
す
る
教
育
や
、
啓
発
活
動
も

私
た
ち
の
大
事
な
仕
事
で
す
。」
ま
た
、

松
清
代
表
取
締
役
は
「
交
通
社
会
に
出

る
と
き
に
、
卒
業
し
た
の
が
志
布
志
自

動
車
学
校
で
良
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
指
導
す
る
よ
う
、
職
員
へ
の
声
掛

け
な
ど
は
常
に
行
っ
て
い
ま
す
。」
と

語
り
ま
し
た
。
同
校
は
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
「
志
と
人
柄
の
涵
養
～
真
心
込

め
て
【
気
を
か
け
て
・
目
を
か
け
て
・

声
か
け
て
】」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

交通事故状況　平成 24 年 4 月末現在

区　分 発生件数 死　者 傷　者
県　下 3022【-166】 19【-12】 3625【-264】

志布志市 55【-18】 1【-2】 70【-21】

志布志地区 27 1 30

有明地区 28 ０ 40

松山地区 ０ ０ ０
　　※【　】は昨年比　

交通安全講習の様子
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畑地かんがい事業のお知らせ
◆平成 23 年度畑かん受益地内の作付状況について
　平成 23 年度に畑かん受益地内の作付調査を行い、増加傾向にある露地作物についてお知らせします。

品目名 H19(ha) H23(ha) H23/H19 品目名 H19(ha) H23(ha) H23/H19

だいこん 65.0 145.2 223.4％ はくさい 4.1 11.0 268.3％

にんじん 28.0 46.2 165.0％ キャベツ 48.0 153.9 320.6％

ごぼう 3.6 27.2 755.6％ 根深ねぎ 0.7 11.6 1657.1％

さといも 7.0 12.2 174.3％ たまねぎ 0.9 6.0 666.7％

しょうが 1.9 5.9 310.5％ ほうれんそう 6.6 19.9 301.5％

◆畑かん散水器具を無料で貸し出します！
　曽於東部・南部地区において散水器具の設置を申込んでいるが、まだ器具が納品されていない方を対象
に、納品までの一定期間、利用される土地の給水栓の開栓届を条件に散水器具（ロールカー、レインガン、
移動用スプリンクラー、散水チューブ）の貸し出しを無料で行います。
希望される方は市役所農政課畑かん推進係までお問い合わせください。

■問い合わせ先
・本庁農政課畑かん推進係　℡ 474-1111（内線 431）　・志布志支所産業振興室　   ℡ 472-1111（内線 411）
・松山支所産業振興室　　　℡ 487-2111（内線 232）　・県畑かんセンター　　　   ℡ 482-2547
・曽於東部土地改良区　　　℡ 487-2986	　　                    ・曽於南部土地改良区　　   ℡ 471-0171

行政告知放送端末の電池交換をお願いします
　梅雨の時期となり、長雨や雷による停電も心配されますが、行政告知放送端末はそのような停電
時など乾電池（単３×４本）を使って動作します。電源ランプが点滅していましたら、新しい乾電
池と交換いただくようお願いします。

点滅してたら…

○

ここが点滅していたら、 電池交換のサインです。

←←
交換はこのフタを外して行います。

■問い合わせ先　　　本庁　情報管理課　地域情報係　　４７４－１１１１（内線３２３）

Ｋ
Ｋ
Ｂ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
ビ
デ
オ
制
作
募
集

　　

Ｋ
Ｋ
Ｂ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
の
出
品
ビ
デ
オ
を
左

記
の
と
お
り
市
民
の
皆
様
か
ら
広
く
募
集
し
ま
す
。

◆
内
容　

　
　

観
光
・
物
産
・
伝
統
工
芸
・
人
物
・
動
物
・
自

　

然
等
、
志
布
志
市
の
特
徴
や
イ
メ
ー
ジ
を
生
か
し
、

　

ふ
る
さ
と
を
表
現
し
た
30
秒
Ｃ
Ｍ
の
企
画
及
び
制

　

作
（
た
だ
し
、
特
定
の
団
体
・
個
人
の
Ｐ
Ｒ
に
関

　

す
る
も
の
は
除
き
ま
す
）

◆
応
募
資
格
団
体

　

�

志
布
志
市
に
住
所
を
有
す
る
個
人
ま
た
は
団
体

◆
制
作
費

　

15
万
円
を
委
託
料
と
し
て
支
払
い
ま
す

◆
応
募
方
法
、
締
切

　

�

平
成
24
年
６
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
市
役
所
港
湾

商
工
課
に
企
画
案
（
様
式
任
意
）
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

●��

応
募
多
数
の
場
合
は
、
企
画
審
査
を
行
い
決
定
致

し
ま
す
。

●�

決
定
し
た
場
合
は
、
平
成
24
年
８
月
末
日
ま
で
に

制
作
し
て
く
だ
さ
い
。

■問い合わせ先
市役所本庁港湾商工課観光物産係
　　　℡ 474-1111　（内線 283）

作品を
大募集中！
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志布志市人権教育・啓発連絡協議会委員の公募について
　市では、相互の人権が尊重され、人権という普遍的文化（人権文化）が息づく心豊かな社会の実現に
向けて、平成 23 年度に、「志布志市人権教育・啓発基本計画」を策定しました。そして、この計画を実
効あるものとするため、新たに「志布志市人権教育・啓発連絡協議会」を設置しました。
　この協議会は、人権教育及び人権啓発の施策に関する連絡調整により、その効果的な推進を期し、もっ
て市民の人権意識の高揚を図ることを目的としています。
　連絡協議会を設置するにあたり、次のとおり委員を公募いたします。
◆募集人員　　若干名
◆応募資格　　・市内に居住する 20 歳以上（平成 24 年４月１日現在）で､ 自ら応募する者。
　　　　　　　・公務員・市議会議員等でないこと。
　　　　　　　・平日開催の審議会に出席できること。（年２回程度）
◆応募方法　　所定の応募用紙に必要事項を記入のうえ、本庁市民環境課市民係へ持参、郵送、ファッ
　　　　　　　クス又は E メールのいずれかの方法で提出してください。
　　　　　　　　応募用紙は、本庁市民環境課市民係、志布志支所市民課、松山支所市民課で配布します。
　　　　　　　また、市ホームページからもダウンロードできます。
◆募集期限　　平成 24 年６月 29 日（金）
◆その他　　　応募者が多数の場合は、応募する理由などを考慮し、選考いたします。

■問い合わせ・申し込み先
　志布志市役所　市民環境課　市民係　　TEL　099-474-1111（内線 112）
　〒 899-7492　　志布志市有明町野井倉 1756 番地
　FAX　099-471-4407　　E-mail  　s-simin@city.shibushi.lg.jp

鹿児島地方法務局鹿屋支局市民講座の開催について
◆目　　的　　地域住民の方々に法務局・公証人の業務について広く理解していただき、法務局・公証
　　　　　　人を身近に感じていただくことを目的とした講座を開催します。
　　　　　　　なお、本講座は、各講座ごとに受講生を募集するわけでなく、可能な限り５回の講座す
　　　　　　べてを受講できる方を募集します。
◆開催期間　　平成２４年９月５日（水），９月１２日（水），９月１９日（水），
　　　　　　９月２６日（水），１０月３日（水）の計５回
◆時　　間　　午前１０時から午前１１時３０分まで（初回、最終回は午後 12 時まで）　
◆場　　所　　鹿児島地方法務局鹿屋支局
◆講　　師　　鹿児島地方法務局職員及び公証人
◆定　　員　　２４名（応募順で定員になり次第締め切り）

■問い合わせ・申し込み先　　鹿児島地方法務局鹿屋支局総務課
　　　　　　　　　　　　　　電話　０９９４－４３－６７９０



Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ

ａ
ｔ
ｉｏ

ｎ

～
暮
ら
し
～

事
業
者
の
皆
様
へ

　

事
業
者
の
皆
様
の
経
営
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
（
資
金
繰
り
、
金
融
取

引
、
経
営
改
善
計
画
な
ど
）
に
対
応
す

る
機
関
と
し
て
「
鹿
児
島
県
中
小
企
業

再
生
支
援
協
議
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
産
業
省
が
鹿
児
島
商
工
会
議
所

に
委
託
し
て
設
置
し
た
公
的
機
関
で
、

専
門
家
が
常
駐
し
必
要
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
事
前

に
電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

　
　

℡
０
９
９
―
８
０
５
―
０
２
６
８

～
農
業
～

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
回

収
を
行
い
ま
す

　

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や
マ
ル
チ
シ
ー
ト

等
の
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
一

斉
合
同
回
収
を
実
施
し
ま
す
。
農
業
用

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は「
産
業
廃
棄
物
」

と
な
り
、
廃
棄
に
つ
い
て
は
農
家
の
責

任
で
処
理
す
る
よ
う
に
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
野
焼
き
・
不
法
投
棄
は
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
運
搬
中
は
「
産
業
廃
棄
物
収

集
運
搬
車
」
の
表
示
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

◆
日
時　
　

左
表
の
と
お
り
。

◆
場
所
（
平
成
23
年

度
と
同
じ
場
所
で
す
）

・
松
山
地
区　

　

そ
お
鹿
児
島
農
協

　

選
果
場

・
志
布
志
地
区　

　

志
布
志
市
農
業
公　

　

社（
志
布
志
事
業
所
）

・
有
明
地
区　

　

あ
お
ぞ
ら
農
協
野

　

神
FA
茶
工
場

※
た
だ
し
、
廃
農
薬

　

に
つ
い
て
は
志
布
志
、
有
明
地
区
の

　

方
も
“
松
山
町
の
そ
お
鹿
児
島
農　

　

協
選
果
場
に
持
っ
て
き
て
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
そ
お
鹿
児
島
農
協　

　

松
山
支
所
営
農
セ
ン
タ
ー

　

℡
４
８
７
―
８
０
１
１

　

志
布
志
支
所
営
農
セ
ン
タ
ー

　

℡
４
７
２
―
０
４
６
７

●
志
布
志
市
役
所　

本
庁
農
政
課

　
℡
４
７
４
―
１
１
１
１
（
内
４
３
３
）

　

松
山
支
所
農
政
係

　

℡
４
８
７
―
２
１
１
１
（
内
２
３
２
）

　

志
布
志
支
所
農
政
係

　

℡
４
７
２
―
１
１
１
１
（
内
４
１
２
）

～
そ
の
他
～

曽
於
地
区
介
護
保
険
組
合
か
ら
の

お
知
ら
せ

平
成
23
年
度
情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
の
運
用
状
況
公
表
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
度
の
情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
制
度
の
運
用
状
況
を
曽
於
地
区
介
護

保
険
組
合
情
報
公
開
条
例
及
び
曽
於
地
区

介
護
保
険
組
合
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基

づ
き
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

個
人
情
報
保
護

0件
0件
0件
0件
0件
0件
0件

情
報
公
開

0件
0件
0件
0件
0件
0件
0件

内 容

開 示 請 求
全部開示
部分開示
取 下 げ
不 開 示
不 存 在

不服申立て等

決

定

内

容

◆
情
報
公
開
制
度

　

情
報
公
開
制
度
と
は
、
組
合
が
保
有

す
る
公
文
書
を
住
民
の
皆
さ
ん
の
要
求

に
応
じ
て
公
開
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
介
護
保
険
行
政
に
対

す
る
住
民
の
理
解
と
信
頼
を
深
め
、
住

民
参
加
に
よ
る
公
正
で
開
か
れ
た
介
護

保
険
行
政
の
推
進
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

◆
個
人
情
報
保
護
制
度

　

個
人
情
報
保
護
制
度
と
は
、
個
人
情

報
の
適
正
な
取
扱
い
を
確
保
し
、
誰
も

が
組
合
の
保
有
す
る
自
己
情
報
の
開

示
、
訂
正
及
び
利
用
停
止
の
請
求
が
で

き
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
介
護
保
険
行
政
の
適

正
で
円
滑
な
運
営
を
図
り
、
個
人
の
権

利
・
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

曽
於
地
区
介
護
保
険
組
合

　

℡
４
７
１
―
６
５
４
５

※
曽
於
地
区
介
護
保
険
組
合
と
は
、
介

護
保
険
法
の
規
定
に
基
づ
く
要
介
護
認

定
等
を
行
う
た
め
、
曽
於
市
、
志
布
志

市
及
び
大
崎
町
の
２
市
１
町
で
設
立
し

て
い
る
地
方
公
共
団
体
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
つ
い
て

　　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ

安
全
協
会
が
契
約
者
と
な
り
、
加
入
手

続
を
行
っ
た
５
人
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア

の
社
会
教
育
関
係
団
体
の
構
成
員
を
被

保
険
者
と
し
て
、
東
京
海
上
日
動
火
災
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保
険
を
幹
事
会
社
と
す
る
損
害
保
険
会

社
（
9
社
）
と
の
間
に
「
傷
害
保
険
」

及
び
「
賠
償
責
任
保
険
」
を
一
括
契
約

し
、
こ
れ
ら
保
険
の
他
に
協
会
で
運
営

す
る
「
共
済
見
舞
金
制
度
」
を
組
合
わ

せ
た
補
償
制
度
で
す
。

◆
保
険
期
間

　

平
成
24
年
４
月
１
日
午
前
０
時
か
ら

平
成
25
年
３
月
31
日
午
後
12
時
ま
で
で

す
。
４
月
１
日
以
後
の
申
し
込
み
は
、
掛

け
金
を
振
り
込
ん
だ
日
の
翌
日
の
午
前

０
時
か
ら
有
効
で
す
が
、
終
期
は
前
記
と

同
様
３
月
31
日
午
後
12
時
ま
で
で
す
。

※
鹿
児
島
県
支
部
で
の
受
付
期
間
は
平

　

成
25
年
3
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
お

　

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
加
入
手
続
き

 U
RL

：http://w
w

w
.sportsanzen.org

■
問
い
合
わ
せ
先

●
教
育
委
員
会　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

　

℡
４
７
２
―
１
１
１
１
（
内
線
３
３
１
）

●
松
山
支
所　

松
山
教
育
分
室

　

℡
４
８
７
―
２
１
１
１
（
内
線
２
６
2
）

●
本
庁　

有
明
教
育
分
室

　

℡
４
７
４
―
１
１
１
１
（
内
線
２
６
１
）

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
＆

２
０
０
０
万
サ
マ
ー

　
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」
と

「
２
０
０
０
万
サ
マ
ー
」
が
全
国
の
宝

く
じ
売
り
場
で
発
売
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

は
、
サ
マ
ー
史
上
最
高
額
の
１
等
・
前

後
賞
合
わ
せ
て
５
億
円
！

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の

明
る
い
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ

れ
ま
す
。

◆
発
売
期
間　

平
成
24
年
７
月
９
日（
月
）

　

～
７
月
27
日
（
金
）

◆
抽
選
日　

平
成
24
年
８
月
７
日（
火
）

※
昨
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

（
第
６
０
７
回
全
国
自
治
宝
く
じ
）
及

び
２
０
０
０
万
サ
マ
ー
（
第
６
０
８
回

全
国
自
治
宝
く
じ
）
の
時
効
（
平
成
24

年
８
月
14
日
（
火
））
が
迫
っ
て
お
り

ま
す
の
で
お
忘
れ
な
く
。

通
学
区
域
変
更
に
つ
い
て

　

有
明
地
区
の
下
原
自
治
会
が
、
平
成
24

年
度
か
ら
原
田
校
区
に
加
入
す
る
旨
の
届

出
が
あ
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
従
来
、
野

神
小
学
校
区
の
区
域
に
属
し
て
い
る
下
原

行
政
区
を
原
田
小
学
校
区
へ
変
更
し
ま
し

た
。
し
た
が
っ
て
、本
年
６
月
１
日
以
降
、

下
原
行
政
区
に
住
所
を
有
す
る
保
護
者
の

未
就
学
児
は
、
原
田
小
学
校
に
通
学
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。（
中
学
校
は
従
来
ど

お
り
宇
都
中
学
校
へ
の
通
学
で
す
。）

裁
判
所
職
員
採
用
試
験

　

平
成
24
年
度
裁
判
所
職
員
採
用
一
般

試
験
（
高
卒
者
試
験
）

◆
申
込
受
付
期
間

7
月
17
日
（
火
）
～
7
月
26
日
（
木
）

郵
送
に
よ
る
申
込
期
間
で
す
。

◆
第
1
次
試
験
日　

9
月
16
日
（
日
）

◆
採
用
試
験
の
内
容
が
変
わ
り
ま
し
た

　

の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
左
記
ま
で
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

　

℡
０
９
９
―
８
０
８
―
３
７
０
７

大
隅
曽
於
地
区
消
防
組
合

　
　
　

消
防
吏
員
採
用
試
験
案
内

◆
採
用
予
定
人
員	

若
干
名

◆
日
時
・
場
所　

９
月
16
日
（
日
）

　

�

曽
於
消
防
署（
筆
記
試
験
・
体
力
検
査)

◆
受
験
資
格

①�

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

②
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
高
等
学
校
卒

　

業
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
者
（
平
成

　

25
年
３
月
卒
業
見
込
者
を
含
む
。）

※
①
、
②
と
も
に
、
採
用
後
、
管
内
に

　

居
住
で
き
る
者
に
限
り
ま
す
。

◆
受
験
申
込
書
の
請
求

　

�

消
防
本
部
総
務
課
、各
消
防
署
、分
署
、

各
分
駐
所
、
志
布
志
市
役
所
総
務
課

◆
受
付
期
間

　

７
月
17
日
（
火
）
～
８
月
16
日
（
木
）

　
（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

大
隅
曽
於
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

　

℡
０
９
９
―
４
８
２
―
０
５
６
９

国
家
公
務
員
採
用
一
般
職
試
験

　

人
事
院
で
は
平
成
24
年
度
国
家
公
務

員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

◆
試
験
区
分

　

①
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）

　

②
一
般
職
試
験
（
社
会
人
試
験
）

　

③
税
務
職
員
採
用
試
験

※
受
験
資
格
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

6
月
26
日
（
火
）
～
7
月
5
日
（
木
）

・
郵
送
ま
た
は
持
参

　

7
月
2
日
（
月
）
～
7
月
10
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ　

人
事
院
九
州
事
務
所

　

℡
０
９
２
―
４
３
１
―
７
７
３
３広

告

回収品目 月　　日 時　　間
廃プラ、廃缶 ６月 2 7 日（水）

  9 時～ 12 時
13 時～ 15 時

廃プラ ８月 １ 日（水）
廃プラ 10 月 ３ 日（水）

廃プラ、廃缶、廃農薬 12 月 ５ 日（水）



Ｉ
ｎ
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ｎ

2012.6 ■市報しぶし　3637　市報しぶし■ 2012.6

　
　
　

編
集
後
記

　

今
月
の
市
報
の
特
集
で
は
こ
の
夏
の
節
電
対
策
を
取
り

上
げ
、
一
昨
年
と
の
比
較
で
約
10
パ
ー
セ
ン
ト
の
節
電
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
▼
周
り
を
見
渡
す
と
私
た
ち
の
暮
ら

し
は
電
気
を
使
う
こ
と
で
成
り
立
つ
部
分
が
多
く
、
節
電
の

意
識
が
低
い
事
に
改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
▼
夜
も
遅

く
ま
で
電
気
を
使
い
、
節
電
の
記
事
を
作
成
し
て
い
る
自
分

に
矛
盾
を
感
じ
ま
し
た
が
、
多
く
の
人
が
記
事
を
読
ん
で
く

れ
る
こ
と
で
無
駄
を
省
き
、
大
幅
な
節
電
が
期
待
で
き
る
も

の
と
信
じ
て
市
報
の
作
成
に
勤
し
ん
で
い
る
次
第
で
す
。
▼

ふ
と
こ
の
6
月
号
を
作
成
し
な
が
ら
、
ペ
ー
ジ
数
も
10
パ
ー

セ
ン
ト
ほ
ど
カ
ッ
ト
す
れ
ば
節
電
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
、
数
え
て
み
ま
し
た
が
、
先
月
号
と
全
く
同
じ
38

ペ
ー
ジ
。
▼
単
に
減
ら
せ
ば
い
い
と
い
う
訳
で
は
な
い
で
す

が
、
た
だ
ペ
ー
ジ
数
が
多
い
だ
け
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
更

に
質
の
高
い
広
報
紙
に
し
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
ら
な
い
と

い
け
な
い
な
と
気
を
引
き
締
め
る
と
こ
ろ
で
す
。（
く
に
）

鹿児島障害者職業能力開発校からのお知らせ

　鹿児島障害者職業能力開発校では、障害者の方々に就職
に役立つ技能を習得していただくため、次のとおり訓練生
を募集しています。
１　ＯＡ事務科（３ヶ月コース）
◆対象者　身体に障害をお持ちで、就職や復職を目指す方
◆訓練場所　鹿屋商工会議所
　　　　　　鹿屋市新川町６００
◆訓練内容　�ワード・エクセル初級程度の訓練、インター

ネット、ｅメール、ホームページ作成など
◆訓練期間　�８月７日（火）～ 10 月 25 日（木）
　　　　　　（土日、祝祭日、お盆は休みです）
２　総合実務科（３ヶ月コース）
◆対象者　精神に障害をお持ちで、就職や復職を目指す方
◆訓練場所　愛・あいネット
　　　　　　鹿屋市寿３―６―６サンロード寿１階
◆訓練内容　�農業や畜産に関する職業訓練と実習、雨天時

はパソコン基礎等
◆訓練期間　８月７日（火）～ 10 月 25 日（木）
　　　　　　（土日、祝祭日、お盆は休みです）
　両科目とも受講料は無料、雇用保険の継続受給や訓練助
成金等の受給が可能な場合があります。また、手帳をお持
ちでない方や、対象の障害以外でご利用を希望される方も
相談に応じます。
◆募集期間　（1、2 とも）　６月４日（月）～６月 29 日（金）
■問い合わせ先　
　志布志市ふるさとハローワーク　　　　　℡ 471-1710
　ハローワークかのや　　　　　　　　℡ 0994-42-4135
　ハローワーク大隅　　　　　　　　　℡ 099-482-1265
　鹿児島障害者職業能力開発校　　　　℡ 0996-44-2206

「介護職員基礎研修」の訓練受講生募集

　介護サービスに従事するための職業教育として、職務に
あたる上での基本姿勢、知識・技術等を習得します。
◆訓練期間　平成 24 年 7 月 24 日（火）から６か月間
◆訓練会場　鹿屋市農業研修センター　ほか
◆対象者　　再就職を目指す人
◆受講料　　無料（テキスト代 23,000 円が必要）
◆定員　　　30 人
◆応募期間　平成 24 年 6 月 1 日から 7 月 2 日まで
　※応募方法などの詳細は、お問い合わせください。
■問い合わせ先
　ハローワークかのや　　　　　　　℡ 0994-42-4135
　鹿屋高等技術専門学校　　　　　　℡ 0994-44-8674

「志布志の川で遊ぼう！メダカの学校 20 周年」

　メダカの学校志布志分校は志布志ロータリークラブ、
志布志みなとロータリークラブとの共催で、親子で故郷の
良さを再認識してもらい、自然のすばらしさを体験しても
らおうと考えています。皆さんの参加をお待ちしています。
◆日時　７月 29 日（日）午前 8 時 30 分集合（小雨決行）
◆場所　潤ケ野地区営農研修センター
◆対象　メダカの自然保護に興味のある小・中学生
　※小学 3 年生以上で保護者同伴のこと
◆参加費　500 円（昼食代含む）
◆内容　川遊び、自然観察会、そうめん流し、フルート演
　　　　奏会、千軒太鼓など
　川で遊べる靴、水中メガネ、帽子、軍手などは各自準備。
■問い合わせ先
　「メダカの学校志布志分校事務局　下野太志」
　℡ 099-472-2537　

■松山地区　
６ 月 	 佐藤建設		  ℡ 487-2049
７ 月 	 半下石建設		  ℡ 487-8706
■志布志地区	
６月 12 日～６月 18 日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
６月 19 日～６月 25 日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
６ 月 26 日～７ 月２日	 山本組	 ℡ 472-1101
７ 月 ３ 日 ～ ７ 月 ９ 日 	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
７月 10 日～７月 16 日	 高吉組	 ℡ 472-0721
７月 17 日～７月 23 日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
■有明地区
６月 10 日～６月 16日	 西江建設	 ℡ 474-2113
６月 17 日～６月 23 日	 山中水道	 ℡ 474-1440
６月 24 日～６月 30 日	 有徳設備	 ℡ 475-1596
７ 月 １ 日 ～ ７ 月 ７ 日 	 池崎建設	 ℡ 475-2068
７ 月８日～７ 月 14 日	 郡山工業	 ℡ 475-0008
７月 15 日～７月 21 日	 西江建設	 ℡ 474-2113

■�基本料金だけの水道利用者の皆様へ
　水道料金は、休止の手続き（休止届の提出）をされな
いと基本料金が発生します。水道使用の予定がない場合
は、休止の手続きをお勧めします。なお、休止されてい
た水道を再度利用される場合は、1,000 円で開始できます。

水道修繕当番店市 営 住 宅 空 き 家 情 報
（ 松 山 地 区 ）

市では、市営住宅の入居者募集を随時行っています。
【全て世帯向け住宅です。】

●松山団地 190 号　　　　 ３DK　公営住宅

3 階建　家賃 16,300 円～（所得制限あり）

●松山団地 280 号　　　　 ４DK　特賃住宅

　一戸建　家賃 37,000 円（所得制限あり）

●桜山団地 331 号　　　　 ３DK　公営住宅

　３階建　家賃 13,300 円～（所得制限あり）

●京ノ峯団地 591 号　　　 ４DK　特賃住宅

　平屋　家賃 37,000 円（所得制限あり）

●尾野見団地 511 号　　　　 ３DK　公営住宅

３階建　家賃 14,300 円～（所得制限あり）

●尾野見団地 513 号　　　　 ３DK　公営住宅

３階建　家賃 14,300 円～（所得制限あり）

■問い合わせ・申し込み先　

●市役所建設課管理係　　℡ 474-1111（内線 467）

●松山支所建設課管理係　℡ 487-2111（内線 253）

イベント・募集

広告 広告

✚ ６月・７月の日曜・祝日当番医 ✚

※夜間に病気や怪我で困ったときは「曽於郡医師
　会夜間急病センター（曽於郡医師
　会立病院内 )」までお問い合わせく
　ださい。（℡ 482-5899）
※都城市・北諸県郡管内の休日の救
　急診療機関は、電話でのテープ案
　内（℡ 0986-23-5555）を行ってい
　ますのでご活用ください。

７月

６月
えびはら皮膚科（皮膚科）　     ℡ 478-0370
みやじクリニック（内、放、呼、胃）　　℡ 471-5000
はまさき耳鼻咽喉科（耳鼻咽喉科）    　 ℡ 473-3387
陽春堂内科診療所（内科）　     ℡ 472-5511

７月

17 日

６月

24 日

大  山  病  院（内科）　       　  ℡ 472-1400
びろうの樹脳神経外科（脳神経外科・内科）  ℡ 477-1212
井  手  小  児  科（小児科）　    　 ℡ 473-3211
山下クリニック（内科・外科）     ℡ 487-9001
石神診療所（内科・皮膚科）　    ℡ 474-0107
山  口  内  科（内科）  　　　　   　　 ℡ 473-1188
藤後クリニック（内科）　        　 ℡ 472-1237
みやじクリニック（内、放、呼、胃）  　℡ 471-5000

15 日

1 日

16 日

８日

６
月
・
７
月
の
行
事
予
定

● 

げ
ん
き
市
（
昭
和
通
付
近
）

　
　

毎
週
金
・
土
曜
日
（
９
時
～
15
時
）

● 

戌
の
市
（
宝
満
寺
跡
）

　
　

６
月
18
日
、
30
日
、
７
月
12
日
、
24
日

● 

花
野
果
市
（
田
之
浦
ふ
る
さ
と
交
流
館
）

　
　

６
月
24
日
（
９
時
～
12
時
）

● 

駅
通
り
会
土
曜
朝
市
（
ア
ピ
ア
前
駐
車
場
）

　
　

毎
月
第
１
、
第
３
土
曜
日
（
７
時
～
11
時
）

● 

ぽ
っ
ぽ
市
（
JR
志
布
志
駅
前
）

　
　

毎
月
第
１
日
曜
日
（
８
時
～
13
時
）

● 

そ
ば
処
ち
ん
た
ら
庵
（
国
道
２
６
９
号
線
沿
）

　
　

火
曜
日
（
そ
ば
）・
日
曜
日
（
野
菜
等
販
売
）



志布志市くらしのカレンダー

(日)

※ 志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※１ 場所・時間の詳細は、対象者に配布される受診票をご覧になるか、本庁保健対策係にお問い合わせください。
※２ 法律相談は事前予約制になります。志布志支所地域振興課　℡472-1111（内線352）までご連絡ください。
※３ 法律相談は事前予約制になります。本庁総務課文書法制係　℡474-1111（内線225）までご連絡ください。

日曜当番医は37ページに掲載しています

(土)

(日)

特定健診、がん検診（松山地区)(7:00～9:00受付)※1
1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 農村研修センター）
育児相談（10:30～12:00 農村研修センター）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
特定健診、がん検診（松山地区)(7:00～9:00受付)※1
日本脳炎予防接種(13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ)
母子健康手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）

特定健診、がん検診（志布志地区)(7:00～9:00受付)※1

30

心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
法律相談（13:00～15:00 本庁3階会議室）要予約※3

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
母子健康手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）

心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）
育児学級（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ ）
育児相談（10:30～12:00 健康ふれあいプラザ）

両親学級（9:20～9:30受付 健康ふれあいプラザ）

キャンドルコンサート（19:00～20:30 鉄道記念公園）

鹿児島県知事選挙投票日(13頁参照)

三種混合予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
乳児健康診査/BCG予防接種（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
母子手帳交付（9:30～12:00 松山支所保健課窓口）

巡回消費生活相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

育児学級（9:30～10:00受付 やっちくふれあいセンター）
育児相談（10:30～12:00 やっちくふれあいセンター）

動脈硬化予防フェア（8:30～9:00受付 やっちくふれあいセンター）

ハンゲショウ観察会（9:00 宝満寺講演内 7頁参照）

海の日

心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室）要予約※2

三種混合予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）

特定健診、がん検診（志布志地区)(7:00～9:00受付)※1
1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 やっちくふれあいセンター）
育児相談（10:00～12:00 やっちくふれあいセンター）

特定健診、がん検診（志布志地区)(7:00～9:00受付)※1

特定健診、がん検診（有明地区)(7:00～9:00受付)※1

特定健診、がん検診（有明地区)(7:00～9:00受付)※1

心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
特定健診、がん検診（有明地区)(7:00～9:00受付)※1

三種混合予防接種（13:30～13:50受付 健康ふれあいプラザ）
母子健康手帳交付（9:30～12:00 本庁保健課窓口）

法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室）要予約※2

要予約

巡回消費生活相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）

行政相談（13:00～16:00 志布志支所5F会議室）
1歳6ヶ月児健康診査/麻疹風疹1期予防接種
　　　　  （13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ）
育児相談（10:30～12:00 健康ふれあいプラザ）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
母子手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）

5歳児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

6/12
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